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稲
葉
（
藤
村
）
真
以

は
じ
め
に
�
�
東
洋
画
と
韓
国
画

一
、
民
族
美
術
の
建
設
�
�
解
放
後

二
、
戦
後
の
再
出
発
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
受
容
�
�
一
九
五
〇
年
代

三
、
水
墨
抽
象
の
登
場
�
�
一
九
六
〇
年
代

四
、
伝
統
絵
画
と
単
色
画
�
�
一
九
七
〇
年
代

五
、
彩
色
画
の
復
権
�
�
一
九
八
〇
年
代

六
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
�
�
一
九
九
〇
年
代
以
降

お
わ
り
に
�
�
東
ア
ジ
ア
美
術
と
韓
国
画

は
じ
め
に
�
�
東
洋
画
と
韓
国
画

二
〇
一
六
年
六
月
二
十
五
日
、
ソ
ウ
ル
の
国
立
現
代
美
術
館
で
「
韓
国
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
か
れ
た
。「
韓
国
画
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
を
多
様
な
角
度
か
ら
再
検
討
す
る
た
め
、
韓
国

画
は
も
ち
ろ
ん
日
本
画
や
中
国
画
の
状
況
も
含
め
た
発
表
と
と
も
に
、
総
合
討
論
で
も
作
家
や
教

育
者
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
韓
国
画
を
と
り
ま
く
状
況
の
複

雑
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
韓
国
画
に
つ
い
て
発
表
し
た
宋
憙
暻
は
、「
韓
国
画
」
が

韓
国
の
美
術
界
に
お
い
て
浮
き
あ
が
っ
た
存
在
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
概
念
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
材
料
や
素
材
、
形
式
な
ど
、
ど
れ
に
お
い
て
も
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ

と
し
た

（
（
（

。

特
に
名
称
に
関
し
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
そ
れ
ま
で
通
用
し
て
い
た
「
東
洋
画
」
で
は

な
く
「
韓
国
画
」
と
い
う
用
語
の
使
用
が
提
唱
さ
れ
続
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
も
な
お

混
用
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
美
術
大
学
の
専
攻
名
も
「
東
洋
画
科
」
を
設
置
し
て
い
る

大
学
（
ソ
ウ
ル
大
学
、
梨
花
女
子
大
学
な
ど
）
と
「
韓
国
画
科
」
を
採
用
し
て
い
る
大
学
（
慶
熙
大
学
、

中
央
大
学
な
ど
）
が
混
在
し
て
い
る
。
東
洋
画
、
韓
国
画
の
ど
ち
ら
も
韓
紙
に
墨
や
顔
料
を
使
用
し

た
彩
色
画
や
水
墨
画
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
は
素
材
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
由
な
表
現

に
挑
戦
し
て
い
る
作
家
も
少
な
く
な
い
。
作
家
自
身
も
東
洋
画
家
あ
る
い
は
韓
国
画
家
と
、
そ
れ

ぞ
れ
に
使
い
分
け
て
自
称
し
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
東
洋
画
の
方
が
使
わ
れ
る
頻
度
が
高
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

東
洋
画
と
い
う
用
語
が
朝
鮮
で
は
じ
め
て
登
場
し
た
の
は
、
一
九
一
五
年
に
景
福
宮
で
開
催
さ

れ
た
「
施
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
大
規
模
博
覧
会
と
し
て
開
催
さ

れ
た
こ
の
共
進
会
に
設
置
さ
れ
た
美
術
館
で
は
美
術
品
や
考
古
資
料
が
展
示
さ
れ
、
日
本
人
と
朝

鮮
人
が
と
も
に
作
品
を
出
品
で
き
る
よ
う
に
朝
鮮
総
督
府
に
よ
っ
て
「
東
洋
画
」
と
い
う
名
前
が

付
与
さ
れ
た
。
さ
ら
に
日
本
人
画
家
の
朝
鮮
訪
問
や
、
日
本
に
渡
る
留
学
生
た
ち
が
増
え
は
じ
め

る
中
、そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
朝
鮮
絵
画
の
再
編
が
行
わ
れ
、「
書
画
一
致
」
で
あ
っ
た
伝
統
画
（
こ

こ
で
は
主
に
水
墨
画
）
は
一
九
二
〇
年
代
を
機
に
近
代
絵
画
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
く
。

一
九
二
二
年
に
は
日
本
の
官
展
制
度
を
取
り
入
れ
た
朝
鮮
美
術
展
覧
会
（
以
下
、
朝
鮮
美
展
。

一
九
四
四
年
の
第
二
十
三
回
ま
で
続
い
た
）
が
設
立
さ
れ
る
と
同
時
に
、
伝
統
絵
画
に
お
け
る
「
書

画
一
致
」
は
解
体
さ
れ
、
書
は
書
部
、
画
は
東
洋
画
部
と
西
洋
画
部
に
分
離
さ
れ
た
。
ま
た
文
人

画
の
代
表
で
も
あ
る
四サ

君グ
ン
ジ
ャ子

は
初
め
東
洋
画
部
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
第
三
回
展
か
ら
は
書
部
へ

移
さ
れ
、
書
部
が
廃
止
さ
れ
た
一
九
三
二
年
に
は
再
び
東
洋
画
部
へ
編
入
さ
れ
た
も
の
の
、
出
品

作
が
す
べ
て
落
選
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、官
展
に
お
い
て
は
実
質
上
命
脈
が
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

朝
鮮
美
展
初
期
の
東
洋
画
部
に
出
品
さ
れ
た
朝
鮮
人
画
家
の
作
品
は
、朝
鮮
時
代
後
期
の
画
家
、

張チ
ャ
ン

承ス
ン
オ
プ業

（
一
八
四
三
～
九
七
）
を
継
承
し
た
水
墨
画
風
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
西
洋
画
法
と
新
日

本
画
の
ス
タ
イ
ル
を
受
容
し
な
が
ら
近
代
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
を
追
求
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
水
墨
画
の
新
し
い
潮
流
は
特
選
を
繰
り
返
し
受
賞
し
た
李イ

象サ
ン
ボ
ム範

（
一
八
九
七
～
一
九
七

二
）、
李イ

英ヨ
ン
イ
ル一

（
一
九
〇
三
～
八
四
）
な
ど
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
い
っ
た

（
（
（

。
一
方
で
、
金キ

ム
ウ
ン殷

鎬ホ

（
一

八
九
二
～
一
九
七
九
）
や
許ホ

健ゴ
ン

（
一
九
〇
七
～
八
七
）、
金キ

ム

基ギ

昶チ
ャ
ン（

一
九
一
三
～
二
〇
〇
一
）、
朴パ

ク

崍レ

賢ヒ
ョ
ン（

一
九
二
〇
～
七
六
）、
張

チ
ャ
ン

遇ウ

聖ソ
ン

（
一
九
一
二
～
二
〇
〇
五
）
ら
が
日
本
画
の
影
響
を
受
け
た
彩
色

画
を
制
作
し
て
い
っ
た（
挿
図
1
）。
画
壇
へ
の
登
竜
門
で
あ
っ
た
朝
鮮
美
展
に
よ
っ
て「
東
洋
画
」
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と
い
う
用
語
が
徐
々
に
定
着
し
て
い
く
と
と
も
に
、
伝
統
絵
画
は
近
代
絵
画
と
し
て
の
東
洋
画
へ

改
造
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

解
放
後
の
韓
国
美
術
界
は
「
倭ウ

ェ
セ
ク色

」（
日
本
色
）
を
排
除
し
、
民
族
美
術
を
建
設
す
る
と
い
う

重
大
な
目
標
を
掲
げ
て
新
た
に
出
発
し
た
が
、
解
放
直
後
の
熾
烈
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
と
そ
れ

に
続
く
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
反
民
族
行
為
特
別
調
査
委
員
会

（
（
（

が
そ
の
目
的
を
果
た
せ
な

か
っ
た
よ
う
に
、
日
本
色
の
清
算
や
民
族
美
術
建
設
に
関
す
る
論
議
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

朝
鮮
戦
争
休
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
は
、
植
民
地
時
代
の
残
滓
の
清
算
、
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
確
立
と
い
う
目
標
を
掲
げ
な
が
ら
戦
後
の
復
興
に
ま
い
進
し
た
。「
韓
国
画
」
と
い
う

用
語
の
使
用
に
関
す
る
本
格
的
な
議
論
が
は
じ
ま
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
解
放
後

に
設
立
さ
れ
た
官
展
で
あ
る
「
大
韓
民
国
美
術
展
覧
会
」
で
は
依
然
と
し
て
東
洋
画
部
が
存
在
し
、

新
し
い
用
語
の
使
用
に
対
し
て
は
批
判
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
以
降
も
東
洋
画
と
韓
国
画
が
併
用
さ
れ
、
名
称
の
み
な
ら
ず
表
現
方
法
や
技
法

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や
議
論
が
展
開
し
た
。
韓
国
画
と
い
う
用
語
が
公
式
に
使
用
さ
れ
る

の
は
、
一
九
八
二
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
大
韓
民
国
美
術
大
展
」
に
韓
国
画
部
門
が
開
設
さ
れ
て

か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
二
つ
の
用
語
の
混
用
は
継
続
し
、「
韓

国
画
と
は
何
か
」
と
い
う
命
題
は
、
作
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
研
究
者
た
ち
を
今
も
悩
ま
せ
続
け

て
い
る
。
ま
た
、「
韓
国
画
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
を
見
出
す
た
め
の
葛
藤
と

模
索
の
過
程
で
日
本
画
の
存
在
は
常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
た

（
（
（

。

本
稿
で
は
、
日
本
画
と
は
違
う
脈
絡
の
中
で
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
展
開
し
た
、
解
放
後
か
ら
現

在
に
い
た
る
ま
で
の
韓
国
画
の
足
跡
を
年
代
ご
と
に
追
い
な
が
ら
、
韓
国
画
の
問
題
の
所
在
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
多
少
図
式
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
否
め
ず
、
ま
た
、
解
放
後
の
約
七

十
年
以
上
に
わ
た
る
韓
国
画
の
複
雑
な
展
開
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
日
本

で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
、
韓
国
画
の
試
行
錯
誤
の
一
端
を
俯
瞰
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

挿図 1 張遇聖 〈帰牧〉 絹に水墨淡彩、145 × 178cm、1935 年、国立現代美術館所蔵
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一
、
民
族
美
術
の
建
設
�
�
解
放
後

解
放
後
の
国
家
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
い
わ
ゆ
る
解
放
空
間
（
一
九
四
五
～
四
八
）

と
呼
ば
れ
る
時
期
の
韓
国
で
は
、
建
国
事
業
の
主
導
権
を
握
る
た
め
に
左
右
両
翼
に
分
か
れ
て
激

し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
新
し
い
民
族
国
家
建
設
の
た
め
、
植
民
地
時
代

の
自
己
批
判
と
民
族
的
反
省
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

奪
取
を
め
ぐ
る
政
治
的
、
理
念
的
対
立
が
、
政
治
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
過
熱
し
て
い
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
対
立
と
分
裂
は
、
米
ソ
を
中
心
と
し
た
冷
戦
体
制
の
成
立
と
結
び
つ
き
、
一
九

四
八
年
八
月
と
九
月
の
南
北
朝
鮮
の
単
独
政
府
樹
立
へ
と
つ
な
が
り
、
朝
鮮
半
島
は
冷
戦
体
制
の

最
前
線
に
置
か
れ
た
敵
対
的
な
一
民
族
二
国
家
の
状
態
で
、
各
々
の
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
沿
っ

て
民
族
文
化
の
再
建
と
美
術
の
現
代
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（
（

。

解
放
直
後
、
芸
術
家
た
ち
は
挙
国
的
に
行
動
を
起
こ
し
た
。
一
九
四
五
年
八
月
十
六
日
に
は
文

学
者
た
ち
が
「
朝
鮮
文
学
建
設
本
部
」
を
結
成
し
部
門
別
に
建
設
本
部
を
設
置
、
さ
ら
に
十
八
日

に
は
す
べ
て
の
文
化
芸
術
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
「
朝
鮮
文
化
建
設
中
央
協
議
会
」
を
創
立
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
傘
下
団
体
と
し
て
美
術
家
た
ち
に
よ
る
「
朝
鮮
美
術
建
設
本
部
（
以
下
、
美
建
）」
が

結
成
さ
れ
、
中
央
委
員
長
に
は
高コ

羲フ
ィ
ド
ン東

（
（
（
（

一
八
八
七
～
一
九
六
五
）、
書
記
長
に
は
鄭

チ
ョ
ン

玄ヒ
ョ
ヌ
ン雄

（
一
九

一
〇
～
七
六
）
が
就
任
し
た
。
東
洋
画
部
、
西
洋
画
部
、
彫
刻
部
、
工
芸
部
、
児
童
美
術
部
、
そ

し
て
宣
伝
美
術
隊
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
の
団
体
は
、
美
術
家
が
団
結
し
て
建
国
に
協
力
し
、

民
族
美
術
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
目
的
を
掲
げ
て
い
た
。
一
八
七
人
の
会
員
に
は
当
時
活
動
中

で
あ
っ
た
純
粋
美
術
家
以
外
に
も
商
業
美
術
家
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
朝
鮮
美
展
で
活
躍
し

日
本
に
協
力
し
た
「
親
日
」
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
李
象
範
や
金
基
昶
、金
殷
鎬
、金キ

ム
イ
ン
ス
ン

仁
承
（
一

九
一
〇
～
二
〇
〇
一
、西
洋
画
）、金キ

ム

景ギ
ョ
ン

承ス
ン

（
一
九
一
五
～
九
二
、彫
刻
）、尹ユ

ン

孝ヒ
ョ

重ジ
ュ
ン（

一
九
一
七
～
六
七
、

彫
刻
）
な
ど
は
除
外
さ
れ
た

（
（
（

。

美
建
は
徳
寿
宮
で「
解
放
記
念
文
化
大
祝
典
美
術
展
覧
会
」（
一
九
四
五
年
十
月
二
十
日
～
三
十
日
）

を
開
き
、
九
十
三
名
の
作
家
が
参
加
し
一
三
二
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
。
し
か
し
委
員
長
の
高

羲
東
は
、
団
体
が
左
傾
路
線
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
と
統
合
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
た

た
め
、
十
一
月
二
十
日
に
美
建
の
解
散
を
宣
言
し
、
政
治
的
中
立
と
芸
術
文
化
の
独
立
、
民
族
美

術
の
再
建
を
掲
げ
た
「
朝
鮮
美
術
家
協
会
」
を
再
組
織
し
委
員
長
と
な
っ
た

（
（
（

。
と
こ
ろ
が
モ
ス
ク

ワ
で
開
か
れ
た
米
英
ソ
に
よ
る
外
相
会
議
で
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
朝
鮮
信
託
統
治
が
決
議
さ
れ
、
十

二
月
二
十
八
日
に
発
表
さ
れ
る
と
、
こ
れ
に
対
す
る
賛
否
両
論
が
組
織
内
で
巻
き
起
こ
っ
た
。
こ

の
議
論
が
、
政
治
的
不
干
渉
・
中
立
を
掲
げ
た
朝
鮮
美
術
家
協
会
の
綱
領
に
対
す
る
違
反
で
あ
る

と
不
満
を
抱
い
た
美
術
家
た
ち
は
組
織
を
脱
退
し
、
協
会
結
成
時
に
除
外
さ
れ
た
者
た
ち
と
「
独

立
美
術
協
会
」
を
組
織
し
、
美
術
界
内
で
も
左
右
に
分
か
れ
て
の
理
念
対
立
が
本
格
的
に
は
じ
ま

っ
た
の
で
あ
る

（
（
（

。

こ
の
時
期
、
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
最
も
重
要
視
さ
れ
た
の
が
植
民
地
時
代
の
残
滓
を
清
算

す
る
こ
と
で
あ
り
、
美
術
界
で
は
東
洋
画
が
他
の
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
よ
り
も
日
本
の
影
響
が
問
わ
れ

た
。
一
九
四
六
年
八
月
に
開
か
れ
た
「
解
放
一
周
年
記
念
美
術
展
覧
会
」
で
は
、
日
本
画
風
を
想

起
さ
せ
る
彩
色
画
系
の
作
家
た
ち
は
、
画
壇
に
お
け
る
親
日
色
排
除
と
い
う
主
張
の
た
め
に
一
切

参
加
し
な
か
っ
た

（
（（
（

。
展
覧
会
へ
の
不
参
加
は
作
家
自
身
の
選
択
で
あ
り
、
美
建
で
も
排
除
の
理
由

を
明
ら
か
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
後
に
当
時
を
振
り
返
っ
た
作
家
た
ち
の
証
言
か
ら
は
、
い

わ
ゆ
る
親
日
派
と
い
う
こ
と
で
展
覧
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（（
（

。

教
育
方
面
で
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
〇
年
の
間
に
美
術
学
部
が
梨
花
女
子
大
学
、
ソ
ウ

ル
大
学
、
そ
し
て
弘
益
大
学
に
開
設
さ
れ
た
。
植
民
地
時
代
の
専
門
的
な
美
術
教
育
は
主
に
日
本

へ
の
留
学
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、
国
内
で
は
個
人
的
な
画
塾
を
通
じ
て
師
事
す
る
し
か
方
法
が
な

か
っ
た
が
、
一
九
四
六
年
に
開
設
さ
れ
た
ソ
ウ
ル
大
学
の
美
術
学
部
で
は
絵
画
、
彫
刻
、
応
用
美

術
の
分
野
に
分
け
て
学
生
を
募
集
し
、
東
洋
画
科
で
は
金キ

ム
ヨ
ン瑢

俊ジ
ュ
ン

（
（
（（
（

一
九
〇
四
～
六
七
）
と
張
遇
聖

が
教
授
と
な
っ
た
。
特
に
金
瑢
俊
は
、
筆
線
を
重
視
し
た
水
墨
淡
彩
を
基
盤
に
し
た
簡
潔
な
文
人

画
に
新
し
い
東
洋
画
の
模
範
を
求
め
た

（
（（
（

。
戦
後
に
は
じ
ま
っ
た
大
学
で
の
美
術
教
育
を
受
け
た
第

一
世
代
の
作
家
た
ち
は
そ
の
後
、
現
代
韓
国
画
を
先
導
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

新
し
い
世
代
の
育
成
が
進
む
一
方
で
、
解
放
以
前
か
ら
朝
鮮
美
展
の
東
洋
画
部
で
活
躍
し
て
い

た
金
基
昶
や
朴
崍
賢
、
李イ

応ウ
ン

魯ノ

（
一
九
〇
四
〜
八
九
）、
金キ

ム
ヨ
ン永

基キ

（
一
九
一
一
～
二
〇
〇
三
）
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
に
新
し
い
作
品
世
界
を
模
索
し
は
じ
め
た
。
特
に
金
永
基
は
作
家
の
立
場
か
ら
韓
国
画
と

い
う
名
称
の
使
用
を
強
く
主
張
し
た
。

大
韓
民
国
政
府
樹
立
の
翌
年
で
あ
る
一
九
四
九
年
、「
大
韓
民
国
美
術
展
覧
会
」（
以
下
、
国
展
）

が
設
立
さ
れ
た
。
韓
国
美
術
の
発
展
と
向
上
を
目
的
と
し
た
公
募
展
で
あ
る
国
展
は
画
壇
へ
の
登

竜
門
と
な
り
、
作
家
た
ち
の
新
た
な
活
動
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
本
格
的
な
美
術
制
度
の
整
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備
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
大
韓
民
国
政
府
は
、文
教
部（
現
、文
化
観
光
部
）の
告
示
第
一
号
に
よ
り
、

朝
鮮
総
督
府
が
主
管
し
た
「
朝
鮮
美
術
展
覧
会
」
の
規
約
を
基
に
国
展
制
度
を
定
め
た
た
め
、
日

本
と
の
完
全
な
る
決
別
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
民
族
美
術
を
広
く
知
ら
せ
、
能
力
の
あ
る
新
人

を
発
掘
す
る
と
い
う
目
的
を
掲
げ
て
開
設
さ
れ
た
国
展
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
保
守
的
な
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
の
傾
向
を
帯
び
て
い
た
。
ま
た
、
特
選
を
重
ね
る
と
推
薦
作
家
に
昇
格
で
き
、
審
査
員

や
招
待
作
家
と
な
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
国
展
の
キ
ャ
リ
ア
に
よ
っ
て
大
学
教
授
や
教
師
職
の
資

格
が
保
証
さ
れ
る
な
ど
、
官
展
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
問
題
が
発
生
し
、
ま
た
審
査
員
た
ち
の
大
学
や

地
縁
な
ど
に
よ
る
派
閥
争
い
も
内
部
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ
た

（
（（
（

。

第
一
回
国
展
は
一
九
四
九
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
十
一
日
ま
で
景
福
宮
の
国
立
美
術

館
で
開
か
れ
た
が
、
翌
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、
一
九
五
二
年
ま
で
三
年
間
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
二
回
展
は
一
九
五
三
年
の
休
戦
後
に
開
催
さ
れ
、
一
九
五
五
年
の
第

四
回
展
か
ら
は
建
築
部
を
新
設
、
審
査
の
公
正
性
を
期
す
た
め
に
招
待
作
家
制
を
導
入
し
、
審
査

員
は
招
待
作
家
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

国
展
の
運
営
は
、
韓
国
政
府
の
国
家
理
念
で
あ
る
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
上
に
枠
組
み
が
整
え

ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
解
放
直
後
の
熾
烈
な
左
右
対
立
の
中
で
、
し
ば
ら
く
鳴
り
を
潜
め
て
い
た

親
日
作
家
云
々
と
い
う
批
判
は
国
展
創
設
を
機
に
再
び
浮
上
し
、
朝
鮮
美
展
で
脚
光
を
浴
び
た
作

家
た
ち
が
疎
外
さ
れ
る
現
象
を
生
ん
だ
。
特
に
東
洋
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
風
当
た
り
は

強
く
、
そ
れ
に
比
べ
て
西
洋
画
は
比
較
的
免
罪
さ
れ
て
い
た

（
（（
（

。
韓
国
画
を
め
ぐ
る
混
乱
は
解
放
後

の
外
部
的
内
部
的
要
因
に
よ
っ
て
、
民
族
美
術
の
確
立
に
関
す
る
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
十
分
に

議
論
す
る
機
会
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
、
戦
後
の
再
出
発
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
受
容
�
�
一
九
五
〇
年
代

三
年
に
お
よ
ぶ
同
じ
民
族
の
熾
烈
な
戦
い
と
な
っ
た
朝
鮮
戦
争
は
一
九
五
三
年
に
休
戦
と
い
う

形
で
一
旦
終
息
し
、
韓
国
は
戦
後
の
廃
墟
か
ら
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
争
は
解
放
直
後

に
現
れ
た
民
族
美
術
論
や
階
級
美
術
論
、
リ
ア
リ
ズ
ム
論
、
大
衆
化
論
な
ど
多
様
な
論
議
を
一
掃

し
て
し
ま
い
、
特
に
進
歩
勢
力
は
、
単
独
政
府
の
樹
立
と
戦
争
に
よ
っ
て
完
全
に
活
動
の
場
を
失

っ
て
し
ま
っ
た

（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
韓
国
美
術
界
は
、
朝
鮮
美
展
の
シ
ス
テ
ム
を
継
承
し
た
国
展

が
中
心
と
な
り
、
親
米
的
な
美
術
界
の
構
造
再
編
を
進
め
て
い
く
。
そ
し
て
日
本
色
を
払
拭
し
、

民
族
の
造
形
理
念
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
作
業
と
理
論
か
ら
の
模
索
は
、
一
九
五
〇
年
代
中
盤
ま

で
の
美
術
界
を
支
配
す
る
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。

民
族
美
術
の
建
設
と
い
う
目
標
の
下
で
新
し
い
東
洋
画
へ
の
模
索
が
行
わ
れ
る
中
、
一
九
五
〇

年
代
半
ば
か
ら
韓
国
画
と
い
う
名
称
の
使
用
を
訴
え
は
じ
め
た
の
が
金
永
基
で
あ
る
。
金
永
基
は

朝
鮮
戦
争
休
戦
の
翌
年
に
発
表
し
た
「
現
代
東
洋
画
の
性
格
�
急
が
れ
る
韓
国
「
国
画
」
樹
立
」

以
後
、
約
二
十
年
に
わ
た
っ
て
韓
国
画
の
必
要
性
を
主
張
し
続
け
、
伝
統
を
守
る
た
め
に
マ
ン
ネ

リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い
る
南
画
系
の
絵
画
や
、
日
本
画
の
様
式
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い
る
彩
色
画
や

淡
彩
画
、
古
典
返
り
し
た
水
墨
画
な
ど
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
た
。
金
永
基
は
ま
た
、
東
洋
画

に
対
す
る
時
代
的
要
求
は
、
西
洋
画
の
よ
う
に
人
物
や
風
景
、
静
物
、
花
鳥
、
戦
争
、
歴
史
画
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
を
扱
う
こ
と
で
あ
り
、
伝
統
的
な
画
材
を
使
用
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
難
題
を

克
服
す
る
こ
と
こ
そ
が
東
洋
画
家
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
新
韓
国
画
樹
立
の
使
命
な
の
だ
と
主
張
し

た
（
（（
（

。
さ
ら
に
「
東
洋
画
の
新
し
い
方
向
」
で
は
、
作
家
た
ち
が
自
由
な
意
欲
と
思
想
の
下
で
（
新

た
な
芸
術
世
界
を
）
開
拓
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
洋
画
は
ま
だ
完
成
さ
れ
た
韓
国
画
の

樹
立
に
い
た
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
た

（
（（
（

。
金
永
基
が
規
定
す
る
東
洋
画
と
は
（
一
）
日
帝
植
民
地

時
代
の
残
滓
思
想
の
表
現
、（
二
）
自
主
独
立
し
た
民
族
意
識
の
主
体
性
が
な
い
、（
三
）
民
族
美

術
の
特
性
を
見
せ
る
だ
け
の
風
情
の
な
い
絵
と
い
う
意
味
、（
四
）
東
方
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
の
あ

る
国
家
、
あ
る
民
族
の
絵
と
い
う
意
味
、（
五
）
西
洋
画
に
対
し
て
言
う
時
に
の
み
使
う
言
葉
で

あ
り

（
（（
（

、
東
洋
画
と
い
う
名
称
を
捨
て
て
、
中
国
画
や
日
本
画
の
よ
う
に
韓
国
画
と
い
う
名
前
を
使

う
べ
き
時
が
来
た
の
だ
と
訴
え
た

（
（（
（

。

親
日
画
家
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
金
基
昶
は
、
日
本
の
影
響
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
作
家
を
批

判
し
、
中
国
の
山
水
画
を
模
倣
し
た
よ
う
な
絵
を
「
韓
国
画
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
問
題
視
し
、
彩
色

画
家
の
立
場
か
ら
水
墨
画
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
幅
広
い
階
層
に
東
洋
画
を
普
及
さ
せ

る
こ
と
を
力
説
し
た

（
（（
（

。
後
に
韓
国
画
会
を
設
立（
一
九
六
七
）し
た
李イ

奎ギ
ュ
ソ
ン鮮（

一
九
三
八
～
二
〇
一
四
）

も
ま
た
韓
国
画
を
支
持
し
た
が
、
当
時
は
韓
国
画
と
い
う
用
語
の
使
用
に
対
す
る
批
判
や
反
発
も

多
く
、
こ
の
名
称
が
市
民
権
を
得
る
の
に
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

戦
後
の
韓
国
美
術
界
で
は
多
く
の
美
術
団
体
が
結
成
さ
れ
た
が
、
韓
国
画
で
は
一
九
五
七
年
に

朝
鮮
美
術
展
を
舞
台
に
活
発
な
活
動
を
見
せ
た
金
永
基
や
李
応
魯
、
金
基
昶
、
朴
崍
賢
、
千

チ
ョ
ン
ギ
ョ
ン鏡

子ジ
ャ

（
一
九
二
四
～
二
〇
一
五
）
ら
中
堅
作
家
た
ち
が
白
陽
会
を
結
成
し
た
。
白
陽
会
は
日
本
色
を
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払
拭
し
、
新
し
い
東
洋
画
の
方
向
を
探
る
と
と
も
に
後
進
の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
、
一
九
五
〇
年

代
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
唯
一
の
韓
国
画
の
団
体
で
あ
っ
た
。
白
陽
会
は
ソ
ウ
ル
だ
け
で
な
く
地
方

で
も
展
覧
会
を
積
極
的
に
開
催
し
、
さ
ら
に
は
台
北
や
香
港
で
「
韓
国
現
代
画
展
」
を
開
く
な
ど

活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
。
一
九
六
一
年
に
は
東
京
と
大
阪
で
、
ま
た
一
九
六
五
年
に
も
日
本
で

展
覧
会
を
開
催
し
、
海
外
展
で
は
主
に
韓
国
の
古
蹟
名
勝
や
、
人
物
風
俗
画
を
現
代
的
に
表
現
し

た
作
品
を
展
示
し
た

（
（（
（

。
日
本
色
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
韓
国
画
の
グ

ル
ー
プ
の
こ
の
よ
う
な
活
発
な
活
動
の
背
景
に
は
、
韓
国
画
の
復
権
に
対
す
る
切
実
な
思
い
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、一
九
五
〇
年
代
中
盤
の
韓
国
美
術
界
の
大
き
な
動
き
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
受
容
で
あ
っ
た
。

解
放
か
ら
朝
鮮
戦
争
終
結
ま
で
の
約
八
年
間
、
海
外
美
術
と
ほ
と
ん
ど
遮
断
さ
れ
た
状
況
に
あ
っ

た
韓
国
で
は
、
新
し
い
動
向
に
対
す
る
渇
望
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
は
西

欧
の
現
代
美
術
の
積
極
的
な
受
容
、
特
に
キ
ュ
ビ
ス
ム

（
（（
（

や
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
な
ど
の
抽
象
様
式
と

し
て
理
解
さ
れ
、
西
洋
画
を
中
心
に
新
し
い
造
形
潮
流
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

動
向
に
接
し
た
韓
国
画
の
作
家
た
ち
も
徐
々
に
表
現
に
変
化
を
加
え
て
い
く
の
だ
が
、
特
に
金
基

昶
や
朴
崍
賢
は
伝
統
的
な
水
墨
彩
色
画
に
キ
ュ
ビ
ス
ム
的
な
表
現
を
取
り
入
れ
具
象
と
抽
象
が
混

在
す
る
作
品
を
制
作
し
は
じ
め
た

（
（（
（

。
朴
崍
賢
の
〈
露
店
〉（
一
九
五
六
）
は
、
縦
横
二
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
大
画
面
に
物
売
り
の
女
性
を
大
胆
な
構
図
で
描
い
た
も
の
で
、
従
来
の
美
人
画
と
は
大

き
く
方
向
転
換
を
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
挿
図
2
）。

表
現
の
変
化
は
、
そ
れ
ま
で
実
景
山
水

（
（（
（

が
中
心
で
あ
っ
た
国
展
の
東
洋
画
部
で
も
現
れ
た
。
ソ

ウ
ル
大
学
出
身
の
い
わ
ゆ
る
戦
後
第
一
世
代
で
あ
る
張

チ
ャ
ン

雲ウ
ン
サ
ン祥

（
一
九
二
六
～
八
二
）
や
朴パ

ク

魯ノ

ス壽
（
一

九
二
七
～
二
〇
一
三
）、
徐ソ

セ世
鈺オ

ク

（
一
九
二
九
～
）
ら
が
モ
ダ
ン
な
服
装
の
女
性
像
や
、
単
純
化
さ

れ
た
人
物
画
を
描
き
受
賞
し
て
い
っ
た

（
（（
（

。
朴
魯
壽
の
〈
休
息
〉（
一
九
五
六
）
は
（
挿
図
3
）、
公

演
の
合
間
に
休
憩
を
と
っ
て
い
る
女
性
を
描
い
た
も
の
で
、
少
し
疲
れ
た
表
情
や
異
国
的
な
舞
台

挿図 2 朴崍賢 〈露店〉  紙に水墨淡彩、267 × 210cm、1956 年、国立現
代美術館所蔵

挿図 3 朴魯壽 〈休息〉 紙に水墨淡彩、209 × 179cm、1956 年、国立現代美
術館所蔵
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〇

衣
装
、
タ
バ
コ
を
吸
う
姿
な
ど
そ
れ
ま
で
の
人
物
画
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
斬
新
な
素
材
を
扱
っ

た
。
ま
た
、
徐
世
鈺
は
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
肉
親
を
失
っ
た
女
性
が
慟
哭
し
て
い
る
姿
を
描
い
た

〈
暈
月
の
章
〉（
一
九
五
四
）
を
第
三
回
国
展
に
出
品
し
た

（
（（
（

。
水
墨
に
よ
る
極
端
に
簡
略
化
し
た
こ

の
人
物
画
は
文
教
部
長
官
賞
を
受
賞
し
た
（
挿
図
4
）。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
西
欧
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
つ
ま
り
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
に
代
表
さ
れ
る
抽
象

表
現
の
受
容
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
美
術
界
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し

（
（（
（

、
西
洋
画
壇
で
の
ア
ン
フ

ォ
ル
メ
ル
運
動
は
、
一
九
五
八
年
五
月
の
現
代
美
術
家
協
会

（
（（
（

の
第
四
回
展
を
き
っ
か
け
に
本
格
化

し
た
が
、
韓
国
画
で
も
抽
象
表
現
に
取
り
組
む
作
家
が
現
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
代
美
術
へ
の
傾

倒
は
、
保
守
勢
力
の
牙
城
と
な
っ
て
い
た
国
展
の
あ
り
方
に
不
満
を
抱
い
た
作
家
た
ち
に
よ
る
抵

抗
の
態
度
で
も
あ
っ
た

（
（（
（

。
中
で
も
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
思
わ
せ
る
李
応
魯
の
〈
生

脈
〉（
一
九
五
〇
年
代
中
盤
）（
挿
図
5
）
は
韓
国
画
に
お
け
る
抽
象
表
現
へ
の
大
胆
な
挑
戦
で
あ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
李
応
魯
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
抽
象
画
を
手
が
け
、
群
衆
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
シ
リ
ー
ズ
は
彼
の
代
表
的
な
作
品
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
表
現
へ
の
試
行
錯
誤
に
つ
い
て
尹
蘭
芝
は
単
な
る
様
式
の
受
容
で
は
な
か

っ
た
と
指
摘
す
る
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
韓
国
で
は
、
植
民
地
時
代
と
朝
鮮
戦
争
を
経
て
蓄
積

し
た
物
質
的
、
精
神
的
危
機
意
識
が
表
面
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
を
作
っ
て
き

た
前
近
代
的
な
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
改
革
の
意
志
と
、
外
部
か
ら
急
速
に
流
入
し
は
じ
め
た
先
進

文
化
へ
の
欲
求
が
高
ま
っ
た
時
期
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
、
保
守
的
な
美
術
制
度
へ
の

抵
抗
意
識
と
欧
米
の
美
術
思
潮
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
と
し
て
現
れ
、
特
に
解
放
後
に
美
術
大
学

で
教
育
を
受
け
た
当
時
二
十
代
の
若
い
美
術
家
た
ち
は
、
そ
れ
以
前
の
世
代
と
は
目
標
が
違
っ
て

い
た
。
主
に
日
本
留
学
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
た
前
の
世
代
は
、
日
本
を
経
由
し
て
西
洋
の
美
術

様
式
を
受
容
し
た
が
、
解
放
後
の
世
代
は
西
欧
や
国
際
社
会
と
直
に
接
し
、
そ
の
こ
と
自
体
が
旧

体
制
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た

（
（（
（

。
そ
し
て
韓
国
画
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
の

接
近
は
、
解
放
後
か
ら
問
わ
れ
続
け
て
き
た
日
本
色
か
ら
の
脱
却
と
い
う
命
題
に
対
す
る
ひ
と
つ

の
解
決
法
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
、
水
墨
抽
象
の
登
場
�
�
一
九
六
〇
年
代

一
九
六
〇
年
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
美
術
学
部
出
身
者
た
ち
が
墨
林
会
を
結
成
し
、
若
手
作
家
た
ち

に
よ
る
水
墨
抽
象
画
へ
の
挑
戦
が
注
目
さ
れ
た
。
グ
ル
ー
プ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
第
一
期
卒
業

挿図 4 徐世鈺 〈暈月の章〉 韓紙に水墨淡彩、1954 年

挿図 5 李応魯 〈生脈〉 韓紙に水墨淡
彩、133 × 68㎝、1950 年代中盤、李応魯
美術館所蔵
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生
で
あ
る
徐
世
鈺
で
、
彼
は
国
展
で
〈
暈
月
の
章
〉
が
受
賞
し
た
一
九
五
四
年
か
ら
母
校
の
講
師

と
し
て
教
鞭
を
と
り
は
じ
め
て
い
た
。
当
時
ソ
ウ
ル
大
学
美
術
学
部
の
教
授
は
、
彩
色
画
の
張
遇

聖
、
水
墨
画
の
裵ペ

濂リ
ョ
ム（

一
九
一
一
～
六
八
）
ら
で
、
古
典
の
踏
襲
を
中
心
と
し
た
彼
ら
の
古
い
教

え
方
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
学
生
た
ち
に
と
っ
て
徐
世
鈺
の
存
在
は
新
鮮
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
美
術
界
の
変
化
を
見
な
が
ら
、
韓
国
画
壇
で
も
新
世
代
を

中
心
に
新
風
を
巻
き
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
徐
世
鈺
は
、
新
団
体
の
結
成
を
同
輩

作
家
や
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
新
進
作
家
た
ち
に
呼
び
か
け
た

（
（（
（

。
当
時
、
韓
国
画
壇
は
一

部
作
家
に
よ
る
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
も
の
の
、
旧
態
依
然
と
し
た
状
況
に
あ
り
、
ま
た
一
九
五
〇

年
代
中
盤
か
ら
浮
上
し
は
じ
め
た
国
展
に
お
け
る
ソ
ウ
ル
大
学
と
弘
益
大
学
の
派
閥
争
い
や
、
こ

れ
に
起
因
し
た
大
韓
美
術
協
会
と
韓
国
美
術
家
協
会

（
（（
（

の
対
立
な
ど
で
紛
糾
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。

墨
林
会
は
こ
の
よ
う
な
既
存
画
壇
を
批
判
し
、「
韓
国
の
東
洋
画
壇
の
唯
一
の
前
衛
的
青
年
作
家

た
ち
の
集
結
体
」
を
標
榜
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
三
月
に
正
式
に
発
足
し
た
墨
林
会
は
、
二
十
二
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
中
央
公
報

館
で
第
一
回
展
を
開
催
し
、
徐
世
鈺
を
は
じ
め
、
張
雲
祥
、
朴パ

ク

世セ

元ウ
ォ
ン、

閔ミ
ン

庚ギ
ョ
ン

甲ガ
プ

、
鄭

チ
ョ
ン

晫タ

永ギ
ョ
ン、

全
チ
ョ
ン

榮ヨ
ン
フ
ァ華

な
ど
総
十
六
名
が
参
加
し
た
。
韓
国
画
壇
の
若
手
作
家
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
美
術
界
の
み
な

ら
ず
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か
ら
も
期
待
さ
れ
た
墨
林
会
だ
っ
た
が
、
同
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二

回
展
で
は
参
加
作
家
が
半
減
し
、
翌
一
九
六
一
年
の
第
三
回
展
に
は
車チ

ャ

平ピ
ョ
ン

里リ

や
宋ソ

ン
ヨ
ン
バ
ン

榮
邦
な
ど
、

創
立
メ
ン
バ
ー
よ
り
も
十
歳
ほ
ど
若
い
世
代
が
新
た
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り

（
（（
（

、
そ
の
後
ソ
ウ
ル

大
学
出
身
で
は
な
い
作
家
も
参
加
し
た
も
の
の
、
結
局
一
九
六
四
年
の
第
八
回
展
を
最
後
に
解
散

し
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
韓
国
画
に
お
け
る
表
現
の
開
拓
は
金
基
昶
を
は
じ
め
と
す
る
中
堅
作
家
や
、
墨
林
会

に
参
加
し
な
か
っ
た
ソ
ウ
ル
大
学
出
身
の
権

ク
ォ
ン

寧ヨ
ン

禹ウ

（
一
九
二
六
～
二
〇
一
三
）
な
ど
が
む
し
ろ
積

極
的
に
行
っ
て
い
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
墨
林
会
作
家
た
ち
の
作
品
に
は
革
新
的
な
傾
向
は
弱
く

（
（（
（

、

む
し
ろ
古
典
的
な
山
水
や
人
物
画
な
ど
が
出
品
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
作
品
は
会
の
理
念
に

合
わ
な
い
と
し
て
徐
世
鈺
が
無
理
や
り
排
除
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

（
（（
（

。
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
の

影
響
で
前
衛
＝
非
具
象
と
看
做
さ
れ
て
い
た
当
時
、
墨
林
会
の
作
家
た
ち
の
中
で
、
非
具
象
の
作

品
を
発
表
し
た
者
は
実
際
に
は
少
な
く
、発
足
当
初
の
期
待
に
反
し
て
評
価
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
前
衛
的
な
作
品
は
む
し
ろ
国
展
に
出
品
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。
グ
ル
ー
プ
展
よ
り
も
画
壇

へ
の
登
竜
門
で
あ
っ
た
国
展
で
本
領
を
発
揮
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
六
〇
年
は
四
・
一
九
学
生
革
命
に
よ
っ
て
幕
が
開
け

（
（（
（

、
体
制
に
対
す
る
抵
抗
精
神
が
社
会

的
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
若
者
た
ち
が
行
動
に
よ
っ
て
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
気
運
は
美
術
界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
一
九
六
〇
年
十
月
に
は
保
守
的
で
勢
力
争
い

が
絶
え
な
い
国
展
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
二
十
代
の
西
洋
画
家
た
ち
が
、
徳
寿
宮
の
塀
に
作

品
を
展
示
す
る
街
頭
展
を
敢
行
し
た
。
学
閥
や
地
縁
に
よ
る
派
閥
争
い
に
終
始
し
て
い
る
既
成
画

壇
を
批
判
す
る
、ソ
ウ
ル
大
学
の
在
学
生
た
ち
十
名
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
壁
同
人
の「
壁
展
」と
、

尹ユ
ン

明ミ
ョ
ン

老ノ

（
一
九
三
六
～
）
た
ち
に
よ
る
「
六
〇
年
美
術
家
協
会
」
の
「
六
〇
年
展
」
が
そ
れ
ぞ
れ

徳
寿
宮
の
西
と
北
の
壁
で
ほ
ぼ
同
時
に
行
わ
れ
た

（
（（
（

。
数
百
号
に
お
よ
ぶ
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
作
品
の

突
然
の
野
外
展
示
は
、
行
動
に
よ
る
制
度
美
術
に
対
す
る
抵
抗
の
意
思
表
示
で
あ
り
、
画
期
的
な

事
件
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

新
進
作
家
た
ち
に
よ
る
抵
抗
が
顕
在
化
す
る
中
、
国
展
で
は
組
織
内
の
問
題
を
収
拾
す
る
た
め

一
九
六
一
年
に
大
幅
な
変
革
が
行
わ
れ
、
一
九
五
五
年
以
来
対
立
し
て
い
た
美
術
団
体
が
、
政
府

の
指
導
に
よ
る
美
術
団
体
統
合
政
策
に
よ
っ
て
「
韓
国
美
術
協
会
」
に
統
合
さ
れ
た

（
（（
（

。
ま
た
同
年

の
第
十
回
展
で
は
、
三
十
代
の
前
衛
美
術
家
た
ち
の
要
求
に
応
じ
て
、
在
野
の
中
堅
作
家
を
審
査

員
や
推
薦
作
家
と
し
て
受
け
入
れ
、
西
洋
画
部
で
は
具
象
、
半
抽
象
、
抽
象
の
三
科
制
を
導
入
し
、

抽
象
作
品
も
特
選
を
受
賞
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
洋
画
部
で
は
、
元
老
審
査
員
と
入
れ
替
わ

り
に
一
九
六
一
年
に
反
国
展
の
立
場
に
い
た
金
基
昶
と
と
も
に
、
一
九
五
四
年
以
降
国
展
出
品
を

や
め
て
い
た
徐
世
鈺
が
審
査
員
に
選
定
さ
れ
た
。
ま
た
閔
庚
甲
と
車
平
里
の
抽
象
画
が
そ
れ
ぞ
れ

特
選
、
入
選
し
、
墨
林
会
の
作
家
た
ち
も
水
墨
抽
象
画
を
国
展
で
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（
（（
（

。

国
展
で
抽
象
画
の
発
表
の
場
が
広
が
る
一
方
で
、
軍
事
政
権
が
掲
げ
る
、
芸
術
を
通
じ
た
民
族

再
建
、
人
間
革
命
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
表
現
す
る
よ
う
な
、
写
実
的
な
作
品
が
登
場
し
は
じ

め
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
は
、
国
家
建
設
お
よ
び
経
済
開
発

の
視
覚
的
再
現
で
あ
り
、
観
覧
客
か
ら
は
好
意
的
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
が
、
北
朝
鮮
の
社
会
主

義
リ
ア
リ
ズ
ム
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
指
摘
と
と
も
に
、
抽
象
美
術
を
支
持
す
る
評
論
家
た
ち
か

ら
は
批
判
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
（（
（

。
国
家
が
掲
げ
る
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
浸
透
は
、
人
々
の
意

識
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
二
年
に
国
展
の
内
閣
首
班
賞
を
受
賞
し
た
李イ

鍾ジ
ョ
ン

祥サ
ン

（
一
九
三
八
～
）
の
〈
作
業
〉
は
、
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鋳
造
作
業
に
い
そ
し
む
労
働
者
を
巨
大
な
画
面
に
水
墨
淡
彩
で
描
い
た
作
品
で
あ
る
（
挿
図
6
）。

四
・
一
九
革
命
に
参
加
し
負
傷
し
た
経
験
を
持
つ
李
鍾
祥
は
、
こ
の
作
品
を
通
じ
て
民
主
化
の
た

め
に
闘
っ
た
若
者
た
ち
の
姿
を
描
き
出
し
、
軍
事
政
権
へ
の
抵
抗
の
意
志
を
示
そ
う
と
し
た
。
し

か
し
、
作
者
の
意
図
と
は
真
逆
に
評
価
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
体
制
に
お
も
ね
た
も
の
と
看
做

さ
れ
進
歩
的
立
場
の
批
評
家
た
ち
か
ら
批
判
を
受
け
た
と
い
う

（
（（
（

。
制
作
の
意
図
を
明
ら
か
に
で
き

な
か
っ
た
当
時
の
抑
圧
的
な
状
況
が
う
か
が
え
る
。

四
、
伝
統
絵
画
と
単
色
画
�
�
一
九
七
〇
年
代

一
九
七
〇
年
代
は
、
国
展
の
非
具
象
部
門
の
開
設
に
よ
っ
て
韓
国
画
の
表
現
に
前
衛
的
な
変
化

が
見
ら
れ
た
一
方
で
、
伝
統
絵
画
が
美
術
市
場
で
好
況
に
浴
し
た
時
期
だ
っ
た

（
（（
（

。
こ
れ
は
伝
統
絵

画
人
気
に
よ
っ
て
美
術
品
を
専
門
に
扱
う
画
廊
が
続
々
と
開
廊
し
た
の
に
加
え
、
人
々
の
所
得
向

上
と
と
も
に
美
術
品
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
る

（
（（
（

。
一
九
六
〇
年
代
の
朴
正
煕
政
権

の
経
済
開
発
政
策
に
よ
る
、
経
済
状
況
の
上
昇
が
人
々
の
日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
芸
術
方

面
に
も
表
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
水
墨
画
家
の
宋ソ

ン

秀ス

南ナ
ム

（
一
九
三
八
～
二
〇
一
三
）
は
、
美
術

ブ
ー
ム
の
中
で
特
に
韓
国
画
は
美
術
品
の
代
名
詞
の
よ
う
に
脚
光
を
浴
び
、
そ
の
影
響
で
韓
国
画

の
大
衆
的
受
容
が
驚
く
ほ
ど
広
が
っ
た
と
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る

（
（（
（

。

ま
た
、
一
九
七
一
年
に
ソ
ウ
ル
新
聞
創
刊
二
十
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
「
老
大
家
六
人

展
」
を
通
じ
て
、
戦
前
か
ら
作
家
と
し
て
活
動
し
て
き
た
金
殷
鎬
や
李
象
範
、
盧ノ

ス壽
鉉ヒ

ョ
ン（

一
八
九

九
～
一
九
七
八
）、
許ホ

百ベ
ク

鍊リ
ョ
ン（

一
八
九
三
～
一
九
七
七
）、
朴パ

ク
ス
ン勝

武ム

（
一
八
九
三
～
一
九
八
〇
）、
卞

ビ
ョ
ン
グ
ァ
ン寬

植シ
ク

（
一
八
九
九
～
一
九
七
六
）
ら
元
老
作
家
を
中
心
に
韓
国
画
の
価
格
が
上
昇
し
、
実
景
山
水
ブ

ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
伝
統
絵
画
の
人
気
が
高
ま
り
、
朝
鮮
時
代
の
真
景
山
水
や

風
俗
画
な
ど
が
再
び
注
目
さ
れ
る
中
で
、
植
民
地
史
観
の
克
服
と
民
族
意
識
の
高
揚
の
た
め
に
、

韓
国
の
風
景
を
伝
統
的
な
筆
使
い
に
よ
っ
て
描
き
、
雲
や
霧
な
ど
で
余
白
を
処
理
し
、
西
洋
画
の

遠
近
法
も
導
入
し
た
写
景
山
水
が
拡
散
し
て
い
っ
た
。
写
景
山
水
画
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に

は
美
術
大
学
の
教
授
を
務
め
国
展
な
ど
で
名
声
を
得
て
い
た
三
十
～
四
十
代
の
中
堅
作
家
た
ち
を

中
心
に
展
開
し
て
い
っ
た
が

（
（（
（

、
宋
秀
南
は
こ
の
よ
う
な
新
し
い
写
景
山
水
画
の
動
向
を
一
九
三
〇

年
代
か
ら
実
景
山
水
を
追
求
し
続
け
て
き
た
先
輩
作
家
た
ち
の
精
神
的
な
感
化
に
よ
る
も
の
だ
と

語
っ
て
い
る

（
（（
（

。

挿図 6 李鐘祥 〈作業〉 紙に彩色、238 × 330cm、1962 年、国立現代美術館所蔵
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も
多
く
描
か
れ
た
が
、
そ
の
起
点
と
な
っ
た
の
は
一
九
七
二
年
に
開
か
れ
た
第
一
回
「
ア
ン
デ
パ

ン
ダ
ン
展
」
に
出
品
さ
れ
た
李イ

東ド
ン
ヨ
プ燁

（
一
九
四
六
～
二
〇
一
三
）
の
〈
状
況
〉
シ
リ
ー
ズ
と
許ホ

榥
フ
ァ
ン

（
一
九
四
六
～
）
の
〈
可
変
意
識
〉
で
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
朴パ

ク

栖ソ

ボ甫
（
一
九
三
一
～
）
が
東
京
の
村

松
画
廊
で
個
展
を
開
き
、〈
描
法
〉
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
一
九
七
五
年
に
東
京
画
廊

で
開
催
さ
れ
た
「
韓
国
・
五
人
の
作
家 

五
つ
の
ヒ
ン
セ
ク
〈
白
〉」
展
以
後
、
単
色
画
は
西
洋
画

を
中
心
に
画
壇
を
席
巻
し
て
い
く

（
（（
（

。

一
方
韓
国
画
の
方
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
墨
林
会
に
よ
る
抽
象
画
運
動
が
力
を
失
う
中
、
マ
ン

ネ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
た
と
看
做
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
当
時
、
水
墨
抽
象
画
に
取
り
組
む
作
家
の
ほ

と
ん
ど
が
ソ
ウ
ル
大
学
出
身
者
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
七
〇
年
代
は
墨
林
会
の
活
動
の
延
長
線
上

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る

（
（（
（

。
し
か
し
、
抽
象
へ
の
挑
戦
は
続
け
ら
れ
て
お
り
、
国
展
の

東
洋
画
部
門
で
は
、
材
料
の
物
性
を
前
面
に
押
し
出
し
た
、
マ
チ
エ
ー
ル
の
追
求
に
よ
る
表
現
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
東
洋
画
の
現
代
化
は
材
料
の
実
験
を
通
じ
て
可
能
で
あ
る
と

主
張
し
た
安ア

ン
ド
ン
ス
ク

東
淑
（
一
九
二
二
～
）
は
、
油
絵
の
具
を
韓
紙
に
塗
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
作
品
や
、
木
の
板
を
利
用
し
た
実
験
的
な
作
品
を
発
表
し
た
。
ま
た

安ア
ン
サ
ン相

喆チ
ョ
ル（

一
九
二
七
～
九
三
）
は
包
装
紙
や
、
油
紙
な
ど
の
材
料
を
大
胆
に
使
っ
た
り
、〈
霊
〉
シ

リ
ー
ズ
に
見
ら
れ
る
石
や
古
木
な
ど
を
利
用
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
な
作
品
を
発
表
し
た

（
（（
（

（
挿
図

7
）。抽

象
系
の
韓
国
画
家
た
ち
は
、
紙
筆
墨
と
い
う
限
定
さ
れ
た
媒
体
と
、
四
君
子
や
山
水
画
、
人

物
画
や
花
鳥
の
よ
う
な
従
来
の
素
材
で
は
、
現
代
美
術
と
し
て
の
韓
国
画
の
存
立
は
不
可
能
で
あ

る
と
考
え
、
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
や
抽
象
表
現
を
通
じ
て
西
欧
現
代
美
術
と
の
接
点
を
探
っ
て
い
た

の
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
韓
国
画
の
新
た
な
動
向
に
つ
い
て
、
西
洋
画
と
東
洋
画
の
抽
象
表
現
の

差
が
な
く
、
韓
国
画
固
有
の
特
徴
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
批
判
も
出
た
が

（
（（
（

、
安
東
淑
や
安

相
喆
の
よ
う
な
実
験
的
な
試
み
に
よ
っ
て
韓
国
画
が
現
代
美
術
の
領
域
へ
と
大
き
く
踏
み
出
し
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

五
、
彩
色
画
の
復
権
�
�
一
九
八
〇
年
代

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
韓
国
画
を
め
ぐ
る
状
況
に
大
き
な
転
換
が
訪
れ
た
。「
韓
国
画
」
と

い
う
用
語
の
公
式
的
使
用
、
一
九
八
〇
年
代
前
・
中
盤
に
か
け
て
展
開
し
た
「
水
墨
画
運
動
」、

挿図 7 安相喆 〈霊 62 － 2〉 韓紙に石、彩色、40 × 135 × 20cm、1962 年、国立現代美術館所蔵

写
景
山
水
画
の
人
気
と
と
も
に
人
物
画
に
も
変
化

が
現
れ
、
そ
れ
ま
で
の
典
型
化
し
た
山
水
画
に
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
、
都
市
的
で
日
常
的
な
素
材
や
人
々

の
暮
ら
し
を
素
材
に
し
た
水
墨
彩
色
画
が
描
か
れ
は

じ
め
た

（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
の
変
化
の
背
景
に

は
、
政
府
に
よ
る
民
族
記
録
画
事
業
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
民
族
記
録
画
と
は
、
軍
事
政
府
が
掲
げ

た
画
一
的
な
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
視
覚
的

再
現
を
目
的
と
し
た
政
治
宣
伝
美
術
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
鼓
吹
を
目
的
と
し
た
政

府
主
導
の
事
業
に
よ
っ
て
、
民
俗
文
化
な
ど
が
再
評

価
さ
れ
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
を
想
起
さ
せ
る
よ

う
な
健
康
な
国
民
像
を
描
い
た
写
実
的
な
絵
画
が
描

か
れ
た
の
で
あ
る
。
朴
正
熙
大
統
領
は
一
九
七
二
年

に
「
維
新
憲
法
」
を
成
立
さ
せ
、
長
期
独
裁
体
制
を

可
能
に
し
た
が
、
維
新
体
制
下
で
は
、
反
政
府
的
な

言
論
や
行
動
に
対
し
て
厳
し
い
弾
圧
が
行
わ
れ
る
と

と
も
に
、
文
化
政
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た
民
族
文
化

育
成
の
た
め
の
伝
統
と
民
俗
へ
の
模
索
が
よ
り
本
格

化
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
国
家
主

導
の
民
族
記
録
画
が
多
く
描
か
れ
た
の
も
こ
の
時
期

で
あ
る

（
（（
（

。

一
方
で
、
一
九
七
〇
年
代
は
単タ

ン
セ
ク色

画フ
ァ

と
呼
ば
れ
る

ミ
ニ
マ
ル
な
抽
象
画
が
全
盛
期
を
迎
え
て
い
た

（
（（
（

。
単

色
画
の
出
現
は
、
そ
れ
ま
で
の
一
方
的
な
西
欧
モ
ダ

ニ
ズ
ム
の
受
容
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
主
体
的
な
韓

国
的
前
衛
美
術
が
追
求
さ
れ
た
結
果
だ
っ
た
。
単
色

画
は
一
九
七
三
年
ご
ろ
か
ら
一
九
七
〇
年
代
末
に
最
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朴パ
ク
セ
ン生

光グ
ァ
ン（

一
九
〇
四
～
八
五
）
の
登
場
に
よ
る
彩
色
画
の
復
権
な
ど
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
韓
国
画
と
い
う
名
称
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
提
唱
さ
れ
て
続
け
て
き
た

が
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
依
然
と
し
て
東
洋
画
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
変
化
を
も
た

ら
し
た
の
が
国
展
の
廃
止
と
「
大
韓
民
国
美
術
大
展
」（
略
称
、
美
術
大
展
）
の
開
設
で
あ
る
。
一

九
六
〇
年
代
か
ら
前
衛
的
な
抽
象
作
品
の
出
品
が
増
え
は
じ
め
、
徐
々
に
新
聞
社
や
民
間
団
体
が

主
催
す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、海
外
で
の
出
品
の
機
会
が
増
え
る
中
、

国
際
展
の
参
加
経
験
が
重
視
さ
れ
、
国
展
を
中
心
に
展
開
し
て
い
た
画
壇
の
あ
り
方
に
も
変
化
が

訪
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
受
け
て
、
一
九
八
〇
年
の
第
二
十
九
回
国
展
は
主
管
を

民
間
団
体
で
あ
る
韓
国
文
化
芸
術
振
興
院
に
移
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
、
第
三
十
回
を

最
後
に
国
展
は
幕
を
下
ろ
し
、
一
九
八
二
年
か
ら
は
美
術
大
展
が
新
た
に
発
足
し
た
。
さ
ら
に
一

九
八
六
年
か
ら
は
社
団
法
人
美
術
協
会
が
主
管
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
時
に
東
洋
画
部
が
廃
止

さ
れ
、
は
じ
め
て
「
韓
国
画
部
」
が
公
式
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
教
育
方
面
で
も
東
洋
画
学
科
を
韓
国
画
学
科
に
名
称
変
更
す
る
大
学
が
少
し
ず
つ
現
れ
は

じ
め
た
。
美
術
の
教
科
書
に
韓
国
画
と
い
う
用
語
が
登
場
し
は
じ
め
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
に
新
た
に
発
足
し
た
「
大
韓
民
国
美
術
大
展
」
と
文
教
部
の
第
四
次
教
育
課
程
（
一

九
八
二
～
八
九
）
で
制
定
さ
れ
た
教
科
書
で
は
、「
東
洋
画
」
の
代
わ
り
に
「
韓
国
画
」
が
採
用
さ

れ
た

（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
制
度
的
改
革
が
進
む
中
、
水
墨
の
新
た
な
動
き
が
現
れ
た
。
当
時
弘
益
大
学

の
教
授
だ
っ
た
宋
秀
南
の
主
導
で
行
わ
れ
た
水
墨
画
運
動
で
あ
る
。
宋
秀
南
は
組
織
的
な
運
動
を

目
的
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
弘
益
大
学
出
身
の
後
輩
や
弟
子
た
ち
と
と
も
に
グ
ル

ー
プ
展
を
企
画
し
、
水
墨
に
よ
る
実
験
的
な
作
品
を
発
表
し
、
水
墨
画
運
動
を
進
め
な
が
ら
、
韓

国
画
と
い
う
用
語
の
使
用
を
積
極
的
に
提
唱
し
た

（
（（
（

。
当
時
の
韓
国
画
が
現
代
化
を
模
索
す
る
方
法

と
し
て
西
欧
美
術
の
借
用
と
い
う
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
批
判
し
た
宋
秀
南
は
、
よ
り
主
体
的
な

絵
画
の
創
出
方
法
と
し
て
、
朝
鮮
時
代
後
期
の
大
家
、
鄭

チ
ョ
ン

歚ソ
ン

（
一
六
七
六
～
一
七
五
九
）
か
ら
近

代
期
の
李
象
範
、
卞
寬
植
へ
と
つ
な
が
る
実
景
山
水
の
継
承
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
た

（
（（
（

。
宋
秀

南
は
水
墨
と
い
う
材
料
お
よ
び
技
法
が
、
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
い
か
に
し
て
現
代
性
を
持
ち
え

る
の
か
を
追
求
し
、
彼
の
作
品
に
つ
い
て
美
術
評
論
家
の
呉
光
洙
は
「
現
代
の
写
景
画
」
で
あ
る

と
評
し
た

（
（（
（

。
都
市
と
自
然
を
テ
ー
マ
に
シ
リ
ー
ズ
で
描
い
た
宋
秀
南
の
作
品
群
か
ら
は
、
発
展
し

挿図 8 宋秀南 〈都市と自然〉  韓紙に彩色、62.7 × 93.4cm、1987 年、国立現代美術館所蔵
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八
五

続
け
る
都
市
と
自
然
の
せ
め
ぎ
あ
い
、
つ
ま
り
当
時
の
韓
国
社
会
の
状
況
を
水
墨
に
よ
っ
て
描
き

出
そ
う
と
す
る
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
（
挿
図
8
）。

宋
秀
南
の
水
墨
画
運
動
は
水
墨
の
新
た
な
方
向
性
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
兪ユ

弘ホ
ン

濬ジ
ュ
ンは

、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
韓
国
画
壇
に
広
が
っ
た
商
業
主
義
を
払
拭
す
る
こ

と
に
は
意
義
が
あ
っ
た
も
の
の
、「
水
墨
」
と
い
う
「
媒
材
的
特
性
」
を
探
求
す
る
こ
と
に
終
始

し
て
し
ま
っ
た
と
批
判
し

（
（（
（

、
元

ウ
ォ
ン

東ド
ン
ソ
ク石

も
ま
た
「
現
実
性
の
な
い
形
式
主
義
の
遊
戯
」
と
手
厳
し
い

見
解
を
示
し
た

（
（（
（

。

一
方
、
一
九
八
〇
年
五
月
に
起
こ
っ
た
光
州
民
衆
抗
争
を
き
っ
か
け
に
全
国
的
に
高
ま
っ
た
民

主
化
運
動
と
と
も
に
展
開
し
た
「
民
衆
美
術
運
動
」
が
、
韓
国
社
会
の
現
実
に
対
す
る
問
題
意
識

を
先
鋭
に
描
き
出
し
て
一
九
八
〇
年
代
美
術
を
代
表
す
る
流
れ
を
築
い
た
。
リ
ア
リ
ズ
ム
を
標
榜

し
た
民
衆
美
術
は
、
独
裁
政
権
の
打
倒
と
民
主
主
義
の
成
就
、
分
断
と
民
族
統
一
、
さ
ら
に
植
民

地
時
代
に
否
定
さ
れ
た
伝
統
文
化
の
再
認
識
お
よ
び
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
模
索
な
ど
、

韓
国
社
会
が
抱
え
る
複
雑
な
問
題
を
主
題
と
し
て
扱
っ
て
い
っ
た

（
（（
（

。
民
衆
美
術
家
で
水
墨
画
運
動

に
も
参
加
し
た
安ア

ン
ソ
ン
グ
ム

星
金
（
一
九
五
八
～
）
は
、
軍
事
政
権
下
の
抑
圧
的
な
状
況
で
身
を
寄
せ
合
う

民
衆
の
姿
を
、
水
墨
に
よ
る
荒
々
し
い
タ
ッ
チ
で
描
き
だ
し
た
（
挿
図
9
）。

一
九
八
〇
年
代
の
韓
国
画
壇
で
最
も
重
要
な
出
来
事
は
、
朴
生
光
の
登
場
だ
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
韓
国
的
な
原
色
を
用
い
た
朴
生
光
の
力
強
い
表
現
は
美
術
界
に
衝
撃
を
も
た
ら
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
彩
色
画
が
復
権
し
、
そ
れ
と
と
も
に
水
墨
画
運
動
は
徐
々
に
下
火
と
な
っ
て
い
っ
た
。

日
本
で
学
ん
だ
朴
生
光
は

（
（（
（

、
日
本
画
風
作
家
と
い
う
こ
と
で
解
放
後
も
長
い
間
画
壇
で
活
躍
で
き

な
か
っ
た
が
、
一
九
八
一
年
に
ペ
ク
サ
ン
記
念
館
で
国
内
二
度
目
の
個
展
を
開
催
し
、
仏
画
や
民

画
に
影
響
を
受
け
た
表
現
主
義
的
な
彩
色
画
を
発
表
す
る
と
、
ま
た
た
く
ま
に
注
目
を
浴
び
る
こ

と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
八
四
年
に
文
芸
振
興
院
美
術
館
で
開
か
れ
た
三
度
目
の
個
展
で
は
、

い
っ
そ
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
民
族
色
の
濃
い
作
品
を
発
表
し
、
そ
れ
ま
で
植
民
地
時
代
の
清
算
の

対
象
と
看
做
さ
れ
て
い
た
朴
生
光
の
、
本
格
的
な
画
壇
へ
の
復
帰
と
と
も
に
彩
色
画
の
発
展
に
も

大
き
な
動
力
と
な
っ
た

（
（（
（

。
朴
生
光
の
代
表
作
で
あ
る
〈
巫ム

ー
ダ
ン堂

〉
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
九
八
一
年
に
ソ

ウ
ル
の
汝ヨ

イ

ド
矣
島
で
開
催
さ
れ
た
「
国
風
81
」

（
（（
（

で
韓
国
の
伝
統
的
な
儀
式
で
あ
る
ク
ッ
を
行
っ
た
ム

ー
ダ
ン

（
（（
（

の
金キ

ミ
グ
ム
フ
ァ

錦
花
に
感
銘
を
受
け
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
図
版
四
）。
民
族
的
伝
統
文
化
、
高

句
麗
の
壁
画
や
民
画
、
仏
画
、
巫
俗
な
ど
に
モ
チ
ー
フ
を
求
め
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
朴

挿図 9 安星金 〈悪寒〉 木綿に水墨、270 × 150cm（× 3 幅）、1984 年、国立現代美術館所蔵
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生
光
の
登
場
に
よ
っ
て
、
日
本
の
影
響
が
云
々
さ
れ
て
い
た
彩
色
画
は
解
放
後
四
十
年
に
し
て
よ

う
や
く
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
中
盤
以
降
の
彩
色
画
の
復
権
に
は
朴
生
光
や
、
千
鏡
子
、
趙チ

ョ

福ボ
ク
ス
ン淳

ら
に

よ
る
後
進
育
成
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た

（
（（
（

。
中
で
も
弘
益
大
学
で
千
鏡
子
と
朴

生
光
に
師
事
し
た
李イ

淑ス
ク
チ
ャ子

（
一
九
四
二
～
）
は
、
彩
色
画
に
対
す
る
風
当
た
り
が
ま
だ
ま
だ
強
く
、

東
洋
画
と
い
う
用
語
が
主
流
で
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
か
ら
果
敢
に
活
動
を
行
っ
て
き
た
作
家
で

あ
る
。
彩
色
画
は
日
本
画
の
亜
流
で
は
決
し
て
な
い
と
考
え
、
一
九
七
三
年
に
は
「
李
淑
子
韓
国

画
展
」
と
銘
打
っ
た
初
の
個
展
を
開
い
た
際
に
は
、
師
匠
の
千
鏡
子
ら
か
ら
も
批
判
さ
れ
苦
悩
し

た
李
淑
子
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
民
俗
や
民
族
、
韓
国
性
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
彩
色
画
に
徹

し
、
一
九
八
〇
年
に
は
「
中
央
美
術
大
展
」
と
国
展
で
同
時
に
大
賞
を
受
賞
し
た
。
韓
国
的
な
る

も
の
を
追
求
し
続
け
た
李
淑
子
は
青
麦
畑
に
韓
国
的
情
緒
を
見
出
し
、〈
麦
畑
〉
シ
リ
ー
ズ
を
描

き
、
代
表
作
の
〈
イ
ヴ
の
麦
畑

89
〉（
一
九
八
九
）
で
は
「
民
衆
の
健
康
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」

を
表
現
し
た

（
（（
（

（
挿
図
10
）。

彩
色
画
へ
の
注
目
は
水
墨
画
に
も
影
響
を
あ
た
え
、一
九
八
〇
年
代
中
盤
か
ら
は
い
わ
ゆ
る「
彩

墨
画
」
が
急
速
に
拡
散
し
て
い
っ
た

（
（（
（

。
主
に
人
物
画
や
都
市
風
景
を
描
い
た
彩
墨
画
の
熱
気
は
、

色
の
使
用
を
拒
否
し
て
い
た
水
墨
画
運
動
の
作
家
た
ち
に
も
影
響
し
、
単
純
化
さ
れ
た
山
水
画
に

彩
色
を
施
し
た
作
品
が
制
作
さ
れ
は
じ
め
た

（
（（
（

。
彩
墨
画
の
拡
散
と
と
も
に
、
水
墨
画
と
彩
色
画
を

隔
て
て
い
た
壁
が
く
ず
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。

六
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
�
�
一
九
九
〇
年
代
以
降

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
韓
国
社
会
の
急
激
な
変
化
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
社
会
状
況
に
直

結
し
た
。
一
九
八
七
年
の
民
主
化
宣
言
以
降
、
民
主
主
義
へ
の
道
が
開
か
れ
、
一
九
九
三
年
の
文

民
政
府
の
発
足
に
つ
な
が
り
、
ま
た
一
九
八
八
年
に
行
わ
れ
た
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
国
際
社

会
に
韓
国
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
一
方
、
急
速
な
経
済
発
展
に
よ
る
本

格
的
な
消
費
文
化
の
出
現
は
、
人
々
の
生
活
を
急
激
に
変
化
さ
せ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
初

頭
の
社
会
主
義
国
家
の
崩
壊
は
韓
国
社
会
を
動
揺
さ
せ
、
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て
展
開
し
た
民

衆
美
術
運
動
は
方
向
性
を
失
っ
て
後
退
し
て
い
っ
た
。

続
い
て
一
九
九
〇
年
代
中
盤
か
ら
本
格
的
に
受
容
さ
れ
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
そ
れ
ま
で

挿図 10 李淑子 〈イヴの麦畑 89〉 韓紙に岩彩、148 × 198.8㎝、1989 年、国立現代美術館所蔵
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八
七

の
観
念
や
技
法
、
媒
材
、
方
法
論
な
ど
の
問
題
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
た
若
い
韓
国
画
家
た
ち

の
活
動
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
作
家
た
ち
は
解
放
以
降
、
半
世
紀
近
く
悩
ま
さ
れ
て
い
た
伝
統

の
現
代
的
継
承
や
水
墨
に
関
す
る
哲
学
な
ど
、
既
存
の
言
説
か
ら
抜
け
出
し
、
個
人
的
な
情
緒
や

関
心
事
、
日
常
性
な
ど
に
基
盤
を
お
い
た
、
脱
ジ
ャ
ン
ル
的
な
作
品
を
制
作
し
は
じ
め
た
。
彼
ら

は
自
身
を
と
り
ま
く
同
時
代
的
な
社
会
現
象
を
絵
画
の
中
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
を
追

及
し
、
伝
統
的
な
紙
筆
墨
に
こ
だ
わ
ら
な
い
自
由
な
表
現
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
媒
材
や
表
現
方
法
の
拡
散
に
対
し
て
、
韓
国
画
が
直
面
し
て
い
る
混
乱
を
増
幅
さ
せ
て

い
る
と
憂
慮
す
る
意
見
が
出
る
一
方
で
、
紙
筆
墨
と
い
う
伝
統
的
な
規
制
が
若
い
作
家
た
ち
の
表

現
の
幅
を
制
約
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
も
出
さ
れ
は
じ
め
た

（
（（
（

。

挿図 11 金浩得 〈渓谷〉 韓紙に水墨、153.5 × 251.5cm、1997 年、ソウル市立美術館所蔵

挿図 12 金浩得〈ふと、空間を描く〉 インスタレーション、2018 年、撮影、パク・ミョンレ、写真提供、金浩得
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挿図 13 孫東鉉〈文字図 コカコーラ〉 紙に彩色、136 × 162cm（× 2 幅）、2006 年、国立現代美術館所蔵

半
世
紀
以
上
も
の
間
、
韓
国
画
家
た
ち
が
直
面
し
て
き
た
、
伝
統
の
現
代
的
継
承
、
墨
の
体
験
、

水
墨
に
お
け
る
哲
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
か
ら
抜
け
出
し
、
媒
材
を
自
由
に
使
い
は
じ
め
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
の
先
陣
を
切
っ
た
の
が
黄

フ
ァ
ン
チ
ャ
ン昌

培ベ

（
一
九
四
七
～
二
〇
〇
一
）
で
、

キ
ャ
ン
バ
ス
や
ア
ク
リ
ル
、
練
炭
の
灰
な
ど
、
韓
国
画
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
材
料
を
果
敢
に
使
用

し
、
山
水
画
や
文
人
画
、
四
君
子
だ
け
が
韓
国
画
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
し
め
る
た
め
努
力
し
た
。

ま
た
黄
昌
培
の
実
験
は
素
材
の
み
な
ら
ず
主
題
に
も
お
よ
び
、
環
境
問
題
な
ど
を
扱
っ
た
作
品
を

発
表
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
多
く
の
作
家
に
影
響
を
あ
た
え
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降

は
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
な
ど
へ
の
挑
戦
、
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
や
パ
ロ
デ
ィ

な
ど
、
韓
国
画
の
多
様
な
表
現
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

孫ソ
ン
ド
ン東

鉉ヒ
ョ
ン（

一
九
八
〇
～
）
は
、
朝
鮮
時
代
の
代
表
的
な
画
家
、
金キ

ム
ホ
ン弘

道ド

（
一
七
四
五
～
一
八
〇
六
）

が
現
代
に
来
た
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
発
想
か
ら
出
発
し
、
伝
統
的
な
肖
像
画
の
様
式
を

引
用
し
な
が
ら
マ
イ
ケ
ル･

ジ
ャ
ク
ソ
ン
な
ど
の
有
名
人
や
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
と
現
代
の
感
受
性
の
結
合
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
朝
鮮
時
代
の
民

画
の
ひ
と
つ
で
、
文
字
を
装
飾
的
に
描
く
文
字
図
を
パ
ロ
デ
ィ
し
た
シ
リ
ー
ズ
は
、
資
本
主
義
の

象
徴
と
も
い
え
る
コ
カ
コ
ー
ラ
や
ナ
イ
キ
な
ど
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
名
を
民
画
の
様
式
で
描
い
た
も

の
で
あ
る
（
挿
図
13
）。
こ
の
よ
う
な
伝
統
様
式
と
技
法
を
土
台
に
し
つ
つ
、
現
代
的
な
テ
ー
マ

を
ポ
ッ
プ
に
、
ま
た
諧
謔
的
に
描
く
方
法
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
若
手
作
家
の
傾
向
の
ひ
と

つ
で
あ
る
が
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
問
題
に
悩
み
、
伝
統
と
前
衛
の
間
で
翻
弄
さ
れ
続
け
て

き
た
韓
国
画
が
見
つ
け
出
し
た
、
ひ
と
つ
の
解
決
法
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
�
�
東
ア
ジ
ア
美
術
と
韓
国
画

伝
統
と
現
代
を
ど
う
結
び
つ
け
る
の
か
と
い
う
問
題
は
継
続
し
て
議
論
さ
れ
続
け
て
い
る
。
前

出
の
韓
国
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
宋
憙
暻
は
、
名
称
や
概
念
規
定
を
云
々
す
る
こ
と
が
作
家
や
韓
国

画
を
専
攻
す
る
学
生
た
ち
の
束
縛
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
一

方
で
土
台
は
必
要
で
あ
り
、素
材
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
提
言
し
た

（
（（
（

。
ま
た
、

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
日
本
画
の
動
向
を
紹
介
し
た
荒
井
経
は
、
伝
統
性
と
現
代
性
の
関
係
に
つ
い

て
、
韓
国
画
も
日
本
画
も
何
を
「
古
典
」
と
す
る
か
、
現
在
描
い
て
い
る
絵
画
が
ど
の
よ
う
な
古

典
絵
画
の
系
譜
に
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
持
論
を
展
開
し
た

（
（（
（

。
こ
の
点
に

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
一
九
九

〇
年
代
の
水
墨
抽
象
作
家
た
ち
は
、「
東

洋
画
の
精
神
性
」
な
ど
の
よ
う
な
既
存

の
精
神
論
か
ら
離
れ
、
具
象
を
土
台
に

し
た
抽
象
画
の
創
出
に
集
中
し
て
い
っ

た
。
つ
ま
り
墨
に
よ
る
表
現
に
主
力
を

お
き
な
が
ら
、
対
象
の
属
性
を
徹
底
的

に
把
握
し
た
抽
象
へ
と
転
換
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
大
画
面
に
よ
る

表
現
も
彼
ら
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
水
墨
抽
象
の
新
た
な
試
み
を
見
せ

た
代
表
的
な
作
家
に
、
趙チ

ョ

舜ス
ン

縞ホ

（
一
九

五
五
～
）
や
李イ

鍾ジ
ョ
ン

穆モ
ク

（
一
九
五
七
～
）、

金キ
ム

浩ホ

得ド
ク

（
一
九
五
〇
～
）
ら
が
い
る
。

中
で
も
金
浩
得
は
、
山
や
渓
谷
、
滝
な

ど
の
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
、
渇
筆
で
韓

紙
に
た
た
き
つ
け
る
よ
う
に
描
い
た
水

墨
抽
象
画
を
制
作
し

（
（（
（

（
挿
図
11
）、
さ

ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
、
ハ
ン
グ

ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
や
、
つ
る

し
た
韓
紙
に
墨
を
染
み
込
ま
せ
る
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
前
衛
的
な
表

現
を
展
開
し
て
い
る
（
挿
図
12
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
一
九
九
〇
年
代
中

盤
か
ら
、
既
存
の
観
念
や
技
法
、
媒
材
、

方
法
論
な
ど
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
作

家
た
ち
の
出
現
に
よ
っ
て
韓
国
画
表
現

の
幅
が
大
き
く
広
げ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
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関
し
て
は
、
今
年
の
四
月
に
行
わ
れ
た
南
北
頂
上
会
談
以
降
、
朝
鮮
半
島
の
情
勢
が
急
激
な
変
化

を
遂
げ
て
い
る
状
況
で
、
古
典
を
同
じ
く
す
る
北
朝
鮮
の
「
朝
鮮
画
」
と
の
関
係
性
も
具
体
的
な

問
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。

二
〇
〇
七
年
に
ソ
ウ
ル
市
立
美
術
館
で
開
か
れ
た
「
韓
国
画
一
九
五
三
～
二
〇
〇
七
」
展
（
四

月
二
十
五
日
～
五
月
二
十
七
日
）
で
は

（
（（
（

、
伝
統
的
な
水
墨
画
や
彩
色
画
か
ら
、
現
代
韓
国
画
の
脱
ジ

ャ
ン
ル
的
な
作
品
ま
で
実
に
多
様
な
作
品
が
一
堂
に
会
し
、
約
五
十
年
に
お
よ
ぶ
韓
国
画
の
変
遷

の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
た
。
韓
国
画
は
、
解
放
直
後
の
日
本
色
か
ら
の
脱
却
と
民
族
美
術
の
建
設

に
は
じ
ま
り
、
東
洋
画
と
韓
国
画
、
伝
統
と
現
代
性
、
具
象
と
抽
象
、
水
墨
と
彩
色
な
ど
常
に
対

立
項
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
動
い
て
き
た
。
韓
国
画
を
め
ぐ
る
議
論
は
堂
々
巡
り
を
繰
り
返
し
混
沌
と

し
た
状
況
に
あ
る
が
、
一
方
で
作
家
た
ち
の
葛
藤
と
模
索
に
よ
っ
て
、
韓
国
画
が
新
た
な
表
現
を

獲
得
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
だ
。

半
世
紀
近
く
議
論
さ
れ
て
き
た
「
韓
国
画
と
は
何
か
」
と
い
う
命
題
は
、
韓
国
画
の
範
囲
が
広

が
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
複
雑
さ
を
増
し
、
答
え
を
出
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。
荒
井
経
は
広
域

美
術
史
の
構
築
に
よ
る
韓
国
画
の
定
義
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
提
案
し
た
が

（
（（
（

、
今
現
在
の
韓
国
画
を

め
ぐ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
東
ア
ジ
ア
美
術
の
中
に
韓
国
画
を
位
置
づ
け
て
、
新
し
い

角
度
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
国
内
的
な
議
論
か
ら
抜
け
出
し
て
、
日
本
画
や
中

国
画
、
ま
た
日
本
の
植
民
地
時
代
を
経
験
し
た
台
湾
の
国
画
、
そ
し
て
北
朝
鮮
の
朝
鮮
画
と
の
比

較
と
交
流
（
美
術
史
、
作
家
研
究
、
教
育
な
ど
）
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
理
解
し
、
共
有
し
、

相
対
化
し
て
い
く
こ
と
が
「
韓
国
画
と
は
何
か
」
へ
の
解
答
を
導
き
出
す
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

註（
1
）
宋
憙
暻
「
20
세
기
이
후
， 

한
국
화
의 

변
모
（
二
十
世
紀
以
後
、
韓
国
画
の
変
貌
）」、『
국
립
현

대
미
술
관 

심
포
지
엄 

자
료
집
（
国
立
現
代
美
術
館

韓
国
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集
）』、
二
〇

一
六
年
六
月
二
十
五
日
、
五
頁
。

（
2
）
金
炫
淑
「
朝
鮮
美
術
展
覧
会
と
は
ど
ん
な
展
覧
会
だ
っ
た
の
か
」、『
官
展
に
見
る
近
代
美
術
』、

福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
、
六
六
～
六
九
頁
。
水
墨
画
で
は
伝
統
的
な
線
描
が
減
少
し
、

朦
朧
体
を
思
わ
せ
る
表
現
が
現
れ
は
じ
め
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
日
本
の
朦
朧
体
画
法
の
影
響

と
関
連
付
け
る
見
解
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
が
、
金
容
澈
は
図
式
的
な
主
張
で
あ
る
と
反
論
し
て

い
る
。
金
容
澈
は
「
霧
」
が
主
題
に
多
く
扱
わ
れ
た
り
、
線
描
が
消
滅
し
た
現
象
は
、
観
念
山
水

か
ら
脱
却
し
現
実
的
な
風
景
を
描
こ
う
と
し
た
試
み
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
金
容
澈
「
한

국 

근
대 

동
양
화
와 

몽
롱
체 

화
법
（
韓
国
近
代
東
洋
画
と
朦
朧
体
画
法
）」、『
한
국
근
현
대
미
술

사
학
（
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
）』
一
六
、
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
会
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
七

～
一
四
九
頁
。

（
3
）
日
本
植
民
地
期
の
親
日
派
の
反
民
族
行
為
を
調
査
し
処
罰
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員

会
で
活
動
期
間
は
一
九
四
八
～
四
九
年
。

（
4
）
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
七
、二
十
八
日
に
東
京
藝
術
大
学
で
開
か
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日

本
画
の
所
在
�
東
ア
ジ
ア
絵
画
と
し
て
の
」
で
は
、
日
本
画
を
東
ア
ジ
ア
絵
画
の
中
に
位
置
づ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
問
い
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
発
表
者
を
除
い

て
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
地
域
の
絵
画
の
状
況
、
特
に
戦
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
5
）
洪
善
杓
『
한
국
근
대
미
술
사
（
韓
国
近
代
美
術
史
）』、
時
空
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
七
三
頁
。

（
6
）
高
羲
東
は
韓
国
人
留
学
生
第
一
号
と
し
て
東
京
美
術
学
校
で
西
洋
画
を
学
ん
だ
。
帰
国
後
、
大

家
で
あ
る
安ア

ン

中ジ
ュ
ン

植シ
ク

（
一
八
六
一
～
一
九
一
九
）
や
趙チ

ョ
ソ
ク
チ
ン

錫
晋
（
一
八
五
三
～
一
九
二
〇
）
の
下
で

東
洋
画
を
学
ん
だ
が
、
形
式
主
義
的
な
教
え
方
に
不
満
を
抱
き
、
ま
た
画
塾
中
心
の
状
況
を
打
開

す
る
た
め
に
画
壇
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

（
7
）
金
英
那
「
고
희
동
， 

건
국
활
동
에 

앞
장
선 

근
대
화
단
의 

거
두
（
高
羲
東
、
建
国
活
動
に
先
駆

け
た
近
代
画
家
の
巨
頭
）」、『
한
국
사 

시
민
강
좌
（
韓
国
史
市
民
講
座
）』
四
三
、
二
〇
〇
八
年
、

三
一
四
～
三
一
五
頁
。

（
8
）
金
英
那
、
註
7
前
掲
論
文
、
三
一
五
頁
。

（
9
）
イ
ム
・
チ
ャ
ン
ソ
プ
「
비
평
으
로 

본 

해
방
부
터 

앵
포
르
멜
까
지
（
批
評
に
よ
っ
て
見
る
解
放

か
ら
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
ま
で
）」、『
비
평
으
로 

본 

한
국
미
술
（
批
評
で
見
る
韓
国
美
術
）』、
대
원

사
（
テ
ウ
ォ
ン
サ
）、
二
〇
〇
一
年
、
八
〇
頁
。

（
10
）
睦
秀
炫
「
한
국
화
의 

불
우
한 

탄
생
（
韓
国
画
の
不
遇
な
誕
生
）」、『
동
아
시
아
문
화
연
구
（
東

ア
ジ
ア
文
化
研
究
）』
六
二
、
漢
陽
大
学
校
東
ア
ジ
ア
文
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
六
四
頁
。

（
11
）
崔
烈
『
한
국 

현
대
미
술
의 

역
사-

한
국
미
술
사
사
전 1945-1961

（
韓
国
現
代
美
術
の
歴
史
―

韓
国
美
術
史
事
典

一
九
四
五–

一
九
六
一
）』、
悦
話
堂
、
二
〇
〇
六
年
、
七
六
頁
。

（
12
）
金
瑢
俊
は
東
京
美
術
学
校
で
西
洋
画
を
学
ん
だ
が
、
帰
国
し
て
東
洋
画
に
転
向
し
、
一
九
三
〇

年
代
か
ら
東
洋
画
の
近
代
化
へ
関
心
を
持
ち
続
け
た
。
美
術
評
論
で
も
影
響
力
を
発
揮
し
た
が
朝

鮮
戦
争
の
時
に
北
朝
鮮
へ
渡
っ
た
。

（
13
）
呉
光
洙
「
근
대
에
서 

현
대
로-

한
국
회
화 

약

60 

년
의 

단
면
（
近
代
か
ら
現
代
へ–

韓
国
絵

画
約
六
十
年
の
断
面
）」、
国
立
現
代
美
術
館
徳
寿
宮
館
『
명
화
를 

만
나
다 

한
국
근
현
대
회
화 
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九
〇

선
（
名
画
に
会
う–

韓
国
近
現
代
絵
画
一
〇
〇
選
）』
展
（
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
九
日
～
二
〇

一
四
年
三
月
三
十
日
）
図
録
、
二
〇
一
三
年
、
一
九
頁
。

（
14
）
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
八
一
年
ま
で
計
三
十
回
続
い
た
国
展
は
、
一
九
四
七
年
に
米
軍
政
庁
の

文
化
教
育
部
が
開
催
し
た
「
朝
鮮
総
合
美
術
展
」
が
母
体
と
な
り
、
翌
年
の
一
九
四
八
年
に
開
催

さ
れ
た
政
府
樹
立
記
念
展
を
契
機
に
政
府
主
導
と
な
っ
た
。
初
期
に
は
運
営
を
文
化
教
育
部
が
主

管
し
、
審
査
員
と
監
査
職
に
は
文
教
部
の
公
務
員
を
任
命
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徹
底
し
た
政
府

管
理
下
に
置
い
た
が
、
そ
の
後
主
管
部
門
が
文
化
公
報
部
に
替
わ
り
、
審
査
委
員
長
も
美
術
家
が

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
月
刊
美
術
』http://m

onthlyart.com
/encyclopedia/%

EB%
8C

%
80%

ED
%

95%
9C%

EB%
A

F%
BC%

EA
%

B5%
A

D
%

EB%
A

F%
B8%

EC%
88%

A
0%

EC%
A

0%
84%

EB%
9E%

8C%
ED

%
9A

%
8C/

二
〇
一
八
年
八
月
二
十
六
日
検
索
。

（
15
）
呉
光
洙
『
韓
国
現
代
美
術
史
』
改
定
版
、
悦
話
堂
、
一
九
九
五
年
、
一
一
七
頁
。

（
16
）
崔
烈
、
註
11
前
掲
書
、
二
六
三
頁
。

（
17
）  

韓
国
芸
術
綜
合
学
校
韓
国
芸
術
研
究
所
『
한
국
예
술
사
대
계
（
韓
国
芸
術
史
大
系
）』、

SIGO
N

GA
RT

、
二
〇
〇
〇
年
、
二
二
九
～
二
三
二
頁
。

（
18
）
金
永
基
「
現
代
東
洋
畵
의 

性
格-

時
急
한 

韓
國 
國
畵
의 

樹
立
（
現
代
東
洋
画
の
性
格-

急
が

れ
る
韓
国
国
画
の
樹
立
）」、『
서
울
신
문
（
ソ
ウ
ル
新
聞
）』、
一
九
五
四
年
八
月
五
日
。

（
19
）
金
永
基
「
東
洋
畵
의 

새 

方
向-

現
代
性
은 

傳
統
을
발
판
으
로
（
東
洋
画
の
新
し
い
方
向
―
現

代
性
は
伝
統
を
踏
み
台
に
）」『
서
울
신
문
（
ソ
ウ
ル
新
聞
）』、
一
九
五
八
年
八
月
二
十
九
日
。

（
20
）
睦
秀
炫
、
註
10
前
掲
論
文
、
六
八
～
六
九
頁
。

（
21
）
金
晴
江
「
繪
畵
의 

名
稱
에 

對
하
여
（
絵
画
の
名
称
に
つ
い
て
）」『
서
울
신
문
（
ソ
ウ
ル
新
聞
）』、

一
九
五
八
年
十
二
月
十
一
日
。
金
永
基
は
そ
の
後
も
主
に
新
聞
を
通
じ
て
韓
国
画
の
正
当
性
を
訴

え
続
け
た
。
金
晴
江
「‘
東
洋
畵
’ 

보
다 

‘
韓
國
畵
’
를
（
東
洋
画
よ
り
韓
国
画
を
）」
下
、『
경
향

신
문
（
京
郷
新
聞
）』、
一
九
五
九
年
二
月
二
十
一
日
な
ど
。

（
22
）
金
基
昶
「
山
水
畵
가 

아
닌 

東
洋
畵
를
（
山
水
画
で
は
な
い
東
洋
画
を
）」、『
서
울
신
문
（
ソ
ウ

ル
新
聞
）』、
一
九
五
九
年
二
月
八
日
。

（
23
）
李
龜
烈
『
근
대 

한
국
화
의 

흐
름
（
近
代
韓
国
画
の
流
れ
）』、
미
진
사
（
ミ
ジ
ン
サ
）、
一
九
九

三
年
、
五
三
～
五
五
頁
。

（
24
）
キ
ュ
ビ
ス
ム
は
一
九
二
〇
年
代
に
す
で
に
入
っ
て
き
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
に
新
し
い
造

形
表
現
と
し
て
再
び
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
25
）
宋
憙
暻
『
대
한
민
국
의 

역
사
， 

한
국
화
로 

본
다
（
大
韓
民
国
の
歴
史
、
韓
国
画
で
見
る
）』、

大
韓
民
国
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
、
五
四
～
五
五
頁
。

（
26
）
実
際
の
風
景
を
描
く
山
水
画
を
指
す
名
称
に
関
し
て
は
、
真
景
山
水
、
実
景
山
水
、
写
景
山
水

な
ど
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
真
景
山
水
は
、
朝
鮮
時
代
後
期
に
鄭チ

ョ
ン
ソ
ン

歚
ら
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

た
。
実
景
山
水
は
植
民
地
時
代
に
真
景
山
水
を
継
承
し
な
が
ら
、
朝
鮮
の
日
常
的
な
風
景
を
描
い

た
も
の
、
ま
た
写
景
山
水
は
実
景
山
水
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
解
放
後
に

描
か
れ
は
じ
め
た
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
実
景
山
水
と
写
景
山
水
の
定
義
に
は
あ
い

ま
い
な
部
分
も
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
韓
国
画
を
と
り
ま
く
複
雑
さ
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
27
）
宋
憙
暻「1950

년
대 

전
통
화
단
의 

‘
인
물
화
’（
一
九
五
〇
年
代
伝
統
画
壇
の‘
人
物
画
’）」、『
한

국
문
화
연
구
（
韓
国
文
化
研
究
）』
二
八
号
、
梨
花
女
子
大
学
校
韓
国
文
化
研
究
院
、
二
〇
一
五
年
、

一
四
三
頁
。

（
28
）
キ
ム
・
ボ
ッ
キ
に
よ
る
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。http://blog.naver.com

/PostV
iew

.nhn?blo
gId=boggi04&

logN
o=220682734385&

parentCategoryN
o=8&

categoryN
o=&

view
D

at
e=&

isShow
PopularPosts=true&

from
=search

二
〇
一
八
年
十
月
三
日
検
索
。

（
29
）
金
嬉
英
は 

朝
鮮
戦
争
後
の
疲
弊
し
た
現
実
の
中
で
、
韓
国
美
術
の
現
代
美
術
へ
の
転
換
は
一

貫
性
の
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
た
と
言
う
。
特
に
こ
の
時
期
、
韓
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
文
化
政

策
の
強
化
な
ど
の
影
響
を
考
え
る
と
、
抽
象
表
現
主
義
と
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
が
、
西

欧
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
し
て
は
っ
き
り
と
し
た
区
分
な
し
に
流
入
し
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
見
て
い
る
。
金
嬉
英
「
한
국 

앵
포
르
멜 

담
론 

형
성
의 

재
조
명
을 

통
한 

시
대
적 

정
당
성 

고
찰
（
韓
国
の
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
言
説
形
成
の
再
照
明
を
通
じ
た
時
代
的
正
当
性
の
考
察
）」『
한

국
근
현
대
미
술
사
학
（
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
）』、
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
会
、
二
〇
〇
八
年
、

七
八
頁
。
李
応
魯
や
金
基
昶
ら
に
よ
る
韓
国
画
の
抽
象
化
は
、
西
洋
画
家
た
ち
が
個
別
的
に
試
み

て
い
た
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
作
品
よ
り
先
ん
じ
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
パ
ク
・
パ
ラ
ン
「1950

년
대 

동
양
화
단
의 

앵
포
르
멜 

미
술
과 

書
（
一
九
五
〇
年
代
東
洋
画
壇
の
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
美
術

と
書
）」、『
미
술
사
학
（
美
術
史
学
）』
三
五
、
韓
国
美
術
史
教
育
学
会
、
二
〇
一
八
年
、
二
五
七

～
二
五
八
頁
。

（
30
）
現
代
的
造
形
を
目
標
に
一
九
五
六
年
に
発
足
し
た
西
洋
画
の
団
体
で
、
一
九
六
一
年
ま
で
続
い

た
。
二
十
代
の
若
い
西
洋
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
保
守
的
な
国
展
に
対
す
る
「
反
国
展
」
意
識
を

持
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。

（
31
）
国
展
を
め
ぐ
る
紛
糾
は
一
九
五
六
年
こ
ろ
か
ら
顕
在
化
し
、
国
展
に
対
す
る
不
満
を
持
つ
在
野

の
作
家
た
ち
は
次
々
と
美
術
団
体
を
結
成
し
、
積
極
的
に
現
代
美
術
へ
挑
戦
し
は
じ
め
た
。
前
出

の
「
現
代
美
術
家
協
会
」
を
は
じ
め
、
一
九
五
七
年
に
は
「
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
」「
創
作
美
術

家
協
会
」「
新
造
形
派
」
な
ど
多
く
の
在
野
団
体
が
発
足
し
た
。

（
32
）
尹
蘭
芝
「
한
국 

앵
포
르
멜
미
술
의 

‘
또 

다
른
’ 

의
미
（
韓
国
の
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
美
術
の
「
も

う
ひ
と
つ
」
の
意
味
）」、『
미
술
사
학
보
（
美
術
史
学
報
）』
四
八
、美
術
史
学
研
究
会
、二
〇
一
七
年
、

一
二
四
頁
。
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（
33
）
チ
ェ
・
チ
ョ
ル
ヒ
ョ
「
묵
립
회 

화
가
들
이 

말
하
는 

묵
림
회
（
墨
林
会
の
画
家
た
ち
が
語
る
墨

林
会
）」、『
한
국
근
현
대
미
술
사
학
（
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
）』
二
二
、韓
国
近
現
代
美
術
史
学
会
、

二
〇
一
一
年
、
一
一
五
頁
。

（
34
）
大
韓
美
術
協
会
は
、
一
九
四
五
年
に
結
成
し
た
朝
鮮
美
術
家
協
会
が
反
共
意
識
の
下
に
結
束
す

る
た
め
拡
大
再
編
し
た
団
体
。
一
方
、
韓
国
美
術
家
協
会
は
一
九
五
五
年
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
、

徐
世
鈺
は
創
立
か
ら
参
加
し
て
い
た
。
進
取
的
な
理
念
の
下
に
民
族
文
化
の
発
展
、
純
粋
な
制
作

態
度
と
発
表
機
構
を
確
立
、
新
し
い
世
代
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
、
国
際
的
な
美
術
文
化
と
の
交

流
な
ど
を
目
標
と
し
た
。
両
団
体
は
一
九
六
一
年
に
統
合
さ
れ
る
。

（
35
）
パ
ク
・
パ
ラ
ン
「
동
양
화
단
의 

추
상
（
東
洋
画
壇
の
抽
象
）」、『
미
술
사
학
（
美
術
史
学
）』
二

四
、
韓
国
美
術
史
教
育
学
会
、
二
〇
一
〇
年
、
一
〇
二
頁
。

（
36
）
パ
ク
・
パ
ラ
ン
、
註
35
前
掲
論
文
、
九
九
～
一
〇
〇
頁
。

（
37
）
徐
世
鈺
の
証
言
。
チ
ェ
・
チ
ョ
ル
ヒ
ョ
、
註
33
前
掲
論
文
、
一
一
八
頁
。

（
38
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墨
林
会
が
水
墨
抽
象
画
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
理
由
と
し

て
チ
ェ
・
チ
ョ
ル
ヒ
ョ
は
、
同
じ
時
期
の
国
展
の
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
墨
林
会
作
家
の
作
品

か
ら
誤
解
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
る
。
チ
ェ
・
チ
ョ
ル
ヒ
ョ
、
註
33
前
掲
論
文
、

一
二
二
頁
。

（
39
）
一
九
六
〇
年
三
月
の
政
府
の
不
正
選
挙
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ま
で
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
た
民
衆
た
ち
は
選
挙
の
や
り
直
し
を
求
め
、
大
規
模
な
デ
モ
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
し
て
四
月

十
九
日
に
は
ソ
ウ
ル
の
学
生
た
ち
が
李
承
晩
の
退
陣
を
求
め
て
大
統
領
官
邸
に
押
し
か
け
、
警
察

隊
に
よ
る
発
砲
に
よ
っ
て
多
数
の
死
傷
者
が
で
る
と
、
大
統
領
の
退
陣
を
求
め
る
国
民
的
デ
モ
が

起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
李
承
晩
政
権
は
退
陣
に
追
い
込
ま
れ
た
。

（
40
）
尹
蘭
芝
、
註
32
前
掲
論
文
、
一
三
一
頁
。

（
41
）
一
九
六
一
年
五
月
十
六
日
に
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
登
場
し
た
朴
正
熙
率
い
る
軍
事
政
権
は
、

対
立
し
続
け
て
い
た
韓
国
美
協
と
大
韓
美
協
の
統
合
に
積
極
的
に
介
入
し
た
。

（
42
）
非
具
象
画
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
国
展
で
は
一
九
六
九
年
に
西
洋
画
部
、
一
九
七
〇
年
に
東

洋
画
部
で
具
象
部
門
と
非
具
象
部
門
が
分
離
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
七
四
年
に
は
西
洋
画
と
東
洋
画

の
非
具
象
部
門
が
国
展
の
第
二
部
に
改
編
さ
れ
、
春
に
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

（
43
）
キ
ム
・
ミ
ジ
ョ
ン
「
한
국 

앵
포
르
멜
과 

대
한
민
국
미
술
전
람
회
（
韓
国
の
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル

と
大
韓
民
国
美
術
展
覧
会
）」、『
한
국
근
현
대
미
술
사
학
（
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
）』
一
二
集
、

韓
国
近
現
代
美
術
史
学
会
、
二
〇
〇
四
年
、
三
一
八
頁
。

（
44
）
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
二
〇
一
六
年
十
一
月
十
六
日
。

（
45
）
と
は
い
う
も
の
の
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
韓
国
美
術
の
販
売
量
に
お
い
て
は
、
西
洋
画
よ
り
も

韓
国
画
の
方
が
上
回
っ
て
い
た
。
李
旼
修
「1980

년
대 

한
국
화
의 

상
황
과 

갈
등
（
一
九
八
〇
年

代
韓
国
画
の
状
況
と
葛
藤
）」、『
美
術
史
論
壇
』
三
九
、
韓
国
美
術
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
、
一

一
二
頁
脚
註
9
。

（
46
）
李
旼
修
、
註
45
前
掲
論
文
、
一
一
〇
頁
。

（
47
）
宋
秀
南
「
수
묵 

실
험
에 

거
는 

방
향 

설
정
（
水
墨
実
験
に
か
か
る
方
向
設
定
）」、『
空
間
』、
空

間
社
、
一
九
八
三
年
九
月
号
、
八
三
～
八
五
頁
。

（
48
）
李
旼
修
、
註
45
前
掲
論
文
、
一
一
二
頁
。

（
49
）
し
か
し
中
に
は
観
念
的
な
画
譜
式
山
水
画
も
根
強
か
っ
た
と
い
う
。
宋
秀
南
、
註
47
前
掲
論
文
。

（
50
）
チ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ギ
ョ
ン
「1970

년
대 

전
통 

및 

향
토 

인
물
화 

연
구
（
一
九
七
〇
年
代
の
伝
統

お
よ
び
郷
土
人
物
画
の
研
究
）」、『
기
초
조
형
학
연
구
（
基
礎
造
形
学
研
究
）』V

ol.15

、N
o.3

、

韓
国
基
礎
造
形
学
会
、
二
〇
一
四
年
、
四
〇
〇
頁
。

（
51
）
民
族
記
録
画
と
い
う
名
称
が
公
式
に
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
六
七
年
七
月
十
二
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
ま
で
景
福
宮
美
術
館
で
開
か
れ
た
「
民
族
記
録
画
」
展
か
ら
で
あ
る
。
朴
正
熙
政

権
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
先
進
国
を
モ
デ
ル
に
し
て
経
済
的
近
代
化
を
推
進
し
、
体
制
維

持
と
国
民
の
総
和
を
目
的
に
し
た
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
を
目
指
し
、
伝
統
文
化
の

保
存
や
発
掘
を
は
じ
め
、
文
化
芸
術
を
積
極
的
に
活
用
し
た
。

（
52
）
一
九
七
〇
年
代
に
は
「
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
絵
画
」「
モ
ノ
ト
ー
ン
絵
画
」「
単
色
調
絵
画
」、「
単
色
画
」

な
ど
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
た
。
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
絵
画
に
関
す
る
適
切
な
名
称
に
つ
い
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
単
色
画
（D

ansaekhw
a

）
が
公
式
的
に
多
く
使
わ
れ

て
い
る
。
権
永
珍
「‘
한
국
적 

모
더
니
즘
’
의 

창
안
（‘
韓
国
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
’
の
唱
案
）」、『
미

술
사
학
보
（
美
術
史
学
報
）』
三
五
、
美
術
史
学
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
、
七
七
頁
、
脚
注
3
。

（
53
）
「
韓
国
・
五
人
の
作
家 

五
つ
の
ヒ
ン
セ
ク
〈
白
〉」
展
の
参
加
作
家
は
、西
洋
画
の
李
東
燁
、許
榥
、

朴
栖
甫
、徐ソ

承ス
ン

元ウ
ォ
ン（

一
九
四
一
～
）、そ
し
て
韓
国
画
の
權
寧
禹
。
東
京
画
廊
で
は
二
〇
一
八
年
春
に
、

同
じ
メ
ン
バ
ー
（
故
人
を
含
む
）
で
四
十
三
年
ぶ
り
に
展
覧
会
を
開
催
し
た
。

（
54
）
キ
ム
・
ギ
ョ
ン
ヨ
ン
「1970

년
대

한
국

동
양
화

추
상
연
구
（
一
九
七
〇
年
代
韓
国
東
洋

画
の
抽
象
研
究
）」、『
미
술
사
학
（
美
術
史
学
）』
三
二
、
韓
国
美
術
史
教
育
学
会
、
二
〇
一
六
年
、

七
六
頁
。

（
55
）
キ
ム
・
ギ
ョ
ン
ヨ
ン
、
註
54
前
掲
論
文
、
八
三
～
八
四
頁
。

（
56
）
金
炫
淑
「1980

년
대 

한
국 

동
양
화
의 

탈
동
양
화
（
一
九
八
〇
年
代
韓
国
東
洋
画
の
脱
東
洋

画
）」、『
현
대
미
술
사
연
구
（
現
代
美
術
史
研
究
）』
二
四
号
、
現
代
美
術
史
学
会
、
二
〇
〇
八
年
、

二
〇
七
～
二
〇
八
頁
。

（
57
）
李
慶
成
「
국
전 

심
사
평:

동
양
화
（
国
展
審
査
評
：
東
洋
画
）」、『
동
아
일
보
（
東
亜
日
報
）』、

一
九
七
一
年
十
月
十
三
日
。
キ
ム･

ギ
ョ
ン
ヨ
ン
、
註
54
前
掲
論
文
、
八
六
頁
か
ら
再
引
用
。

（
58
）
韓
国
画
と
い
う
用
語
が
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
の
も
つ
か
の
間
、
第
五
次
教
育
課
程
（
一
九
九

      



美

術

研

究

四

二

六

号

206

九
二

〇
～
九
五
）
以
降
は
水
墨
画
や
彩
色
画
あ
る
い
は
伝
統
絵
画
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
。

金
美
卿
、
黄
相
喜
『 

우
리
그
림 

批
評
（
私
た
ち
の
絵
批
評
）』、
카
리
아
트
（
カ
リ
ア
ー
ト
）、
二

〇
〇
八
年
、
二
一
頁
。

（
59
）
李
旼
修「1980

년
대 

한
국
화
의 

상
황
과 

갈
등（
一
九
八
〇
年
代
韓
国
画
の
状
況
と
葛
藤
）」、『
美

術
史
論
壇
』
三
九
、
韓
国
美
術
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
七
頁
。

（
60
）
金
炫
淑
、
註
56
前
掲
論
文
、
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
。

（
61
）
李
旼
修
「1980
년
대 

송
수
남
의 

한
국
화
， 

전
통
과 

현
실 

사
이
의 

표
상
（
一
九
八
〇
年
代 

宋

秀
南
の
韓
国
画
、
伝
統
と
現
実
の
間
の
表
象
）」、『
美
術
史
論
壇
』
四
〇
、
韓
国
美
術
研
究
所
、

二
〇
一
五
年
、
一
一
四
頁
。

（
62
）
兪
弘
濬
「
중
국
화
・
일
본
화
는 
이 

문
제
를 

어
떻
게 

풀
는 

것
인
가
（
中
国
画
・
日
本
画
は
こ

の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
く
の
か
）」、『
空
間
』、
空
間
社
、
一
九
八
三
年
十
二
月
号
、
一
〇
二
～

一
〇
八
頁
。

（
63
）
元
東
石
「
한
국
화
의 

문
제
점
과 

전
망
（
韓
国
画
の
問
題
点
と
展
望
）」、『
민
족
미
술
의 

논
리

와 

전
망
（
民
族
美
術
の
論
理
と
展
望
）』、
불
빛
（
プ
ル
ピ
ッ
）、
一
九
八
五
年
、
一
三
三
頁
。

（
64
）
民
衆
美
術
運
動
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
日
本
で
も
散
発
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇

七
～
〇
八
年
に
日
本
の
美
術
館
（
新
潟
県
立
万
代
島
美
術
館
ほ
か
五
ヶ
所
）
で
開
か
れ
た
「
民
衆

の
鼓
動
�
韓
国
美
術
の
リ
ア
リ
ズ
ム
一
九
四
五
～
二
〇
〇
五
」
で
ま
と
ま
っ
た
形
で
展
示
さ
れ
た
。

ま
た
民
衆
美
術
運
動
に
つ
い
て
は
古
川
美
佳
『
韓
国
の
民
衆
美
術
�
抵
抗
の
美
学
と
思
想
』、
岩

波
書
店
、
二
〇
一
八
年
を
参
照
。

（
65
）
朴
生
光
は
一
九
二
〇
年
代
に
京
都
に
留
学
し
て
彩
色
画
を
学
ん
だ
後
、
一
九
二
三
年
に
は
京
都

市
立
絵
画
専
門
学
校
に
進
学
し
た
。

（
66
）
李
旼
修
「1990

년
대 

한
국
화 

읽
기
를 

위
한 

제
언
（
一
九
九
〇
年
代
の
韓
国
画
を
読
む
た
め

の
提
言
）」、『
美
術
史
論
壇
』
四
六
、
韓
国
美
術
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
、
二
二
九
～
二
三
〇
頁
。

（
67
）
一
九
八
〇
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
国
風
81
は
「
民
族
団
合
の
大
合

唱
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
韓
国
新
聞
協
会
が
主
催
し
、
K
B
S
が
主
管
し
た
大
規
模
な
文
化
祭
典

で
あ
る
。
全
国
か
ら
二
五
〇
余
り
の
大
学
生
サ
ー
ク
ル
と
芸
能
人
ら
が
約
一
万
三
〇
〇
〇
人
参
加

し
た
。
派
手
派
手
し
く
開
か
れ
た
こ
の
祭
典
は
実
は
、
前
年
の
光
州
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
軍
部

が
、
国
民
の
関
心
を
そ
ら
し
て
政
権
の
正
統
性
を
知
ら
せ
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
官
製
の
祭
典
で

あ
っ
た
。
경
향
신
문
（
京
郷
新
聞
）http://new

s.khan.co.kr/kh_new
s/khan_art_view

.
htm

l?art_id=200905271754275#csidxff1e4471726c9e48b529910b96b90cd 

二
〇
一
六
年

十
月
十
五
日
検
索
。

（
68
）
ム
ー
ダ
ン
と
は
朝
鮮
に
お
け
る
女
巫
、
シ
ャ
ー
マ
ン
。
ク
ッ
と
い
う
巫
儀
を
行
う
。
伊
藤
亜
人

他
監
修
『
朝
鮮
を
知
る
事
典
』、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。

（
69
）
金
炫
淑
、
註
56
前
掲
論
文
、
二
一
五
～
二
一
六
頁
。

（
70
）
キ
ム
・
ギ
ョ
ン
ヨ
ン
「1970

년
대 

한
국
화
에 

대
한 

기
억
（
一
九
七
〇
年
代
の
韓
国
画
に
つ
い

て
の
記
憶
）」、『
한
국
근
현
대
미
술
사
학
（
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
）』
二
二
、
韓
国
近
現
代
美
術

史
学
会
、
二
〇
一
一
年
、
一
四
九
～
一
五
一
頁
。

（
71
）
金
炫
淑
に
よ
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
中
盤
に
登
場
し
た
「
彩
墨
」
と
い
う
用
語
は
、
台
湾
に
留

学
し
た
崔
炳
植
が
、
台
湾
で
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
を
韓
国
に
導
入
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
崔
炳

植
は
彩
色
画
と
水
墨
画
を
総
称
し
た
も
の
と
し
て
彩
墨
と
い
う
用
語
を
使
用
し
た
。
金
炫
淑
、
註

56
前
掲
論
文
、
二
一
五
頁
、
脚
注
24
。

（
72
）
宋
憙
暻
「1980

년
대 

한
국
화
의 

‘
산
수
’（
一
九
八
〇
年
代
韓
国
画
の
‘
山
水
’）」、『
한
국
예

술
연
구
（
韓
国
芸
術
研
究
）』
一
一
号
、
韓
国
芸
術
綜
合
学
校
韓
国
芸
術
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、

一
六
～
一
九
頁
。

（
73
）
こ
の
よ
う
な
状
況
を
金
炫
淑
は
「
脱
東
洋
画
」
の
兆
候
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
金
炫
淑
、
註
56

前
掲
論
文
、
二
二
〇
頁
。

（
74
）
宋
憙
暻
、
註
1
前
掲
論
文
、
一
四
頁
。

（
75
）
宋
憙
暻
、
註
25
前
掲
論
文
、
一
七
五
～
一
七
七
頁
。

（
76
）
宋
憙
暻
は
例
と
し
て
黄
昌
培
が
、
韓
国
画
で
の
ア
ク
リ
ル
の
使
用
な
ど
は
二
十
年
以
上
紙
筆
墨

を
学
ん
で
こ
そ
可
能
な
の
だ
と
教
え
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
た
。
国
立
現
代
美
術
館

韓
国
画
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
十
五
日
の
討
論
会
録
音
記
録
よ
り
。

（
77
）
荒
井
経
は
、
日
本
画
が
伝
統
的
で
あ
り
な
が
ら
前
衛
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
宿
命
的

な
自
己
矛
盾
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま
韓
国
画
に
あ
て
は
ま

る
。「
일
본
화
의 

동
향
과 

한
국
화
에 

대
한 

소
감
（
日
本
画
の
動
向
と
韓
国
画
に
対
す
る
所
感
）」、

『
국
립
현
대
미
술
관 

심
포
지
엄 

자
료
집
（
国
立
現
代
美
術
館

韓
国
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集
）』、

二
〇
一
六
年
六
月
二
十
五
日
、
四
一
頁
。

（
78
）
部
門
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
．
抽
象
の
流
入
と
実
験
、
二
．
伝
統
山
水
の
再
認
識

と
現
代
的
変
容
、三
．
西
欧
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
韓
国
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
へ
�
抽
象
の
主
体
的
発
展
、四
．

彩
色
の
脈
、
五
．
特
別
展
�
人
物
画
、
六
．
韓
国
画
の
視
野
を
越
え
て
。

（
79
）
荒
井
は
国
家
の
独
自
性
の
み
を
強
調
し
た
美
術
史
は
互
換
性
を
持
ち
え
な
い
と
言
う
。
荒
井
経
、

註
77
前
掲
論
文
、
四
一
～
四
二
頁
。

本
稿
は
二
〇
一
八
年
度
光
云
大
学
の
校
内
学
術
研
究
費
の
支
援
を
通
じ
て
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
い
な
ば
〈
ふ
じ
む
ら
〉
ま
い
・
韓
国 

光
云
大
学
）

      




